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開会 午前１０時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 起立、礼、おはようございます。

おはようございます。ただいまから平成２７年第４回南関町議会定例会を開会し

ます。

これから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりです。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（酒見 喬君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、６番議員、７番議員を

指名します。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 会期決定について

○議長（酒見 喬君） 日程第２、会期決定についてを議題とします。

本定例会の会期については、本日から９月１７日までの７日間にしたいと思いま

すが、御異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会の会期は本日から９月１７日までの７日間とすることに決

定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 諸般の報告について

○議長（酒見 喬君） 日程第３、諸般の報告を行います。

報告の第１点は、平成２７年度町村議会正副議長研修会についてであります。本

研修会は、去る８月４日、熊本市の熊本県市町村自治会館で開催されました。新潟

県立大学国際地域学部准教授の田口一博氏を講師に迎え、「これからの町村議会実

態調査の結果の分析から、地方創生を考える」という演題で講演がありました。全

国の議会議員の平成１５年から現在までの議員数、平均年齢、議員報酬の結果から、

今後議会議員のなり手の確保、定数の考え方、役割分担、地方自治法改正への対応、

また、議会としての地方創生への取り組みなど、講演者の私見を交えながら詳しく

解説されました。

報告の第２点は、例月出納検査及び平成２７年度第１回定期監査の結果について

であります。本件については、南関町監査委員に関する条例第１０条の規定によっ
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て、監査委員 大木敏晴君、打越潤一君より、平成２６年度の本年５月分、平成２

７年度５月分、６月分、７月分の出納検査結果及び平成２７年度第１回定期検査の

結果についての報告がなされています。内容については、その写しをお手元に配付

していますので、これを省略します。

報告の第３点は、委員会報告についてです。文教厚生常任委員会委員長より、委

員会研修報告書が提出されていますので、報告を求めます。

文教厚生常任委員会委員長、鶴地仁君。

○文教厚生常任委員長（鶴地 仁君） おはようございます。委員研修の報告をいたし

ます。

平成２７年７月１５日、南関町議会議長、酒見 喬様。文教厚生常任委員会委員

長、鶴地 仁。

議員研修。東京都、宮城県の概要を下記の通り報告いたします。

研修期間、平成２７年６月３０日から７月２日。場所、東京都衆参議員会館、宮

城県牡鹿郡女川町、柴田郡村田町。

期日、６月３０日から７月２日。

出席者、酒見喬議長以下、全議員。随行、寺本議会事務局長。

研修内容。女川町の東日本大震災後の現状視察研修。

女川町は宮城県の東端に位置し、面積６５.８平方キロ、人口１万１４人、平成

２３年３月１１日現在です。の町であったが、震災後人口流出が相次ぎ、現在の町

人口は６,８８２人である。同町は日本有数の漁港である女川漁港がある港町であ

り、水産漁業を基幹産業とし、太刀魚、サンマの水揚げは全国トップクラス、銀ザ

ケ、カキ、ホタテ等の養殖も盛んである。大震災では、マグニチュード９.０、震

度６弱、津波高は１４.８メートルを記録し、死者、行方不明者は８２７名、住家

被害総数４,４１１棟、被害区域は２４０ヘクタールにおよんだ。女川町役場復興

推進課の柳沼参事から被災時の状況、対応、被害状況の説明を受け、復興に向けた

取り組みについての検証を行った。

復興方針として防災面からは、命を守る減災を基本とし、津波の威力を減じる制

御と住宅や防災時を重要な施設の被災を減らす防御、避難対策を重点に置き取り組

まれていた。

復興の時期的計画では、平成３０年までの８年間を達成期間とし、早期の住宅再

建、基幹産業である漁業の早期再建を第１とし、町中心部の浸水区域がかさ上げや

盛り土工事といった基盤整備を２７年度までにめどをつけ、本格復旧に平成２８年

度から取り組み、３０年度までに目標を達成したいとされていた。

印象に残った取り組みを列挙すると、アとして女川町中心部の復興では、宅地と
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商業、工業の復興を具体的に行うため、５つの地区に分け、住宅エリア、商業エリ

ア、工業、公園、公共施設、緑地、漁港港湾エリアといった区域分けを行いコンパ

クトシティ構想による整備が進められていた。居住地整備では、津波に対し安全な

ように標高２５メートル以上になる切土での新たな造成と浸水しない高さまでの盛

り土による造成が進められていた。商業・工業用土地は、防波堤高を考慮して、４

メートルの盛土又は標高１.９メートルの原型復旧といった工事がなされていた。

公園、漁港等は地盤沈下が１メートルあり、沈下量相当の盛り土での復興、復旧。

建築のアイディアとして、国内初の３階建ての仮設住宅では、上の階から防音対策

として、キッチン、リビングの間取りをずらして建設の工夫、カとして、災害公営

住宅では、孤独対策としてペット共生可の住宅もあるが、全体としてはあと７００

戸必要な状況にある。キ、居住地は津波の被害を受けにくい集落背後地への移転を

すすめている。津波防波堤は今回と同程度の津波に対しても倒壊しない耐力構造と

する。震災を検証し、津波が来るまでに３５分、逃げ始めるまでに要する時間１０

分を考慮し、２０分で逃げられる距離５００メートルを避難場所とすることができ

るよう整備を進めているといった点が上げられました。

被災状況の写真や現地視察で、津波被害の甚大さ自然災害の脅威をまざまざと見

せつけられた。いまだに仮設住宅居住、働く場所がないための転出といった問題が

大きく被さっているが、復興は急ピッチで進められていた。当町においても災害に

対し、油断することなく、防災、減災の取組みが重要であると改めて認識させられ

た。本町の人口減少、高齢化、交通事故を憂うるとき、女川町が復興に取り組んで

きた家庭やコンパクトシティ構想は今後のまちづくりに参考になると思われ、意義

のある研修であった。

以上です。

○議長（酒見 喬君） 続けて調査報告書をお願いします。

○文教厚生常任委員長（鶴地 仁君） すみません。続けて調査報告書を申し上げます。

カゼのためにちょっと声ががらがら声で、非常にお聞き苦しいところですが、御

容赦願いたいと思います。

委員会調査報告書。本委員会で行いました所管事務調査事件について、調査の結

果を下記の通り、会議規則第７７条の規定により報告します。

１、調査事件。南関町介護予防事業の浸透と効果について。

期日、平成２７年７月３０日。

方法、津留地区における介護予防事業の実施状況視察。ＮＰＯ法人Ａ－ｌｉｆｅ

南関のマネージャーによる説明。

調査の概要、少子高齢化が進行する中、Ａ－ｌｉｆｅ南関が町の委託を受けて取
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り組んでいる介護予防事業の浸透状況を調査した。当クラブは子どもから高齢者ま

で、すべての町民のふれあいづくり、元気づくりに取り組み、地域スポーツの推進

と競技力向上、高齢者の健康、生きがいづくりを目的として活動している。高齢化

が進み要支援、要介護者が急増する中、町は対策として平成１８年から民間業者に

よる運動教室を実施し、１３カ所において月１回から週１回取り組んできたが、指

導員が指導しないと実施できない。自分の力で活動するための筋力維持、筋力アッ

プが望めない。地域の自発的な活動につながらないといったことから、平成２３年

度よりＡ－ｌｉｆｅ南関が取り組むこととなった。

１、活動の実情視察のため、津留地区における運動教室に参加し、効果や感想等

を聴取した。当日の参加者は１０名であったが、会員は１７名、週２回実施されて

いる。平成２４年８月から開始された取り組みは、当日が２６５回目の開催日であ

ることをリーダーより聞かされた。教室は９時３０分から１１時３０分までの９０

分ほどで、内容は運動生理学、心理学を取り入れた信頼性の高いものとなっており、

無理なく、楽しくかつ効果的に継続性のある教室づくりを念頭に置かれていた。休

憩中の談笑もにぎやかであり、参加者からの感想では、一様に、「元気になっ

た。」「体が軽くなった。」「仕事の効率がよくなった。」「疲れにくくなっ

た。」「受診回数が減った。」「ふれあいが何よりよい。」「ぼけ防止。」「地域

の見守り。」「防犯。」「情報交換。」等さまざまな効果があると意見が出され、

事業の必要性を強く認識させられた。

２、津留地区における活動視察後Ａ－ｌｉｆｅなんかんの山田マネージャーから

これまでの取り組みの経緯等について説明を受けた。介護予防事業に取り組む集会

場は当初２２カ所であったが、現在は４４カ所で取り組んでおり、参加人員も２０

９人から５９８人に増加している。教室数が平成２３年度の４７１回から２６年度

には２,６５３回となり、４年間で５.６倍の増加となった。延べ参加人員は３,８

５７人から２万２,１１６人、５.７倍となっており、町内の全集会所６４カ所中６

９％の４４カ所での実施は普及率全国１位である。６５歳以上人口３,６４５人中

４７６人、１３％が参加されており、今後さらに参加率をアップさせたいとのこと

であった。要支援、要介護者の認定率の推移を見ると、２３年度に事業委託を受け

てから２年間は高齢化率の進行に伴い、認定率が増加しているものの、２５年度か

らは明らかに減少に転じている。２年間の活動を通じて効果が現れてきたことの証

左であると推測されるが、事業開始後、いまだ短期間であるところから、引き続き

詳細に効果を検証していくことが必要であろう。そのためには、さらなる介護予防

事業の啓発と、持続的活動が大切である。各地域におけるリーダーの要請は極めて

重要であると思われた。Ａ－ｌｉｆｅなんかんによるフォローアップとリーダーに
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よる積極的なふれあいづくり、元気づくりに期待するものである。

これまでの推移は次のとおりとして、元気づくりシステムの参加者の推移と要支

援、要介護認定者数と、被保険者数に対する割合、介護サービス給付費の推移を次

のとおり表にしております。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） 報告の第４点は、委員会報告についてです。総務産業常任委員

会委員長より、委員会研修報告書が提出されていますので、報告を求めます。

総務産業常任委員会委員長、立山秀喜君。

○総務産業常任委員長（立山秀喜君） 議員研修報告をいたします。

平成２７年８月１日。

南関町議会議長、酒見 喬様。総務産業常任委員会委員長、立山秀喜。

議員研修、東京、宮城県の概況視察のとおり報告いたします。

１、研修期間、平成２７年６月３０日から７月２日。

２、場所、東京都衆参議員会館、宮城県女川町、村田町。

３、酒見喬議長、以下全議員１２名、随行、寺本議会事務局長。

研修内容。

１、通学路の安全確保のための歩道整備に対する陳情。

現在県道４号線の上坂下三ッ角付近から関町までの自転車通行可の歩道が設置さ

れておりますが、小原のＪＡガソリンスタンド前付近約３０メートルほどが自転車

通行可の途切れた状況で、道路拡幅工事も難しい状況にあります。生徒の安全な通

行を考え、現在高速道路下のボックスから法面下沿いの農道を通学路として利用し

ている状況です。しかし、農道の幅員が狭く、特に農繁期などは農作業の車両の通

行が多く、離合に支障を来し、通学路として安全に通行ができない状況にあります。

そのような状況を改善するために、農道拡幅を試みていたのですが、民家などの問

題もあり、隣接する九州自動車道法面への拡幅がどうしても必要不可欠な状況です。

このような状況をぜひお汲み取りいただきまして、各関係機関への御理解をいただ

き、通学路として子どもたちの安全確保が早期解決するよう要望する次第でござい

ます。

このような内容を野田毅衆議院議員代理高砂秘書、松村祥文、馬場成志参議院議

員に内容箇所を検討改善していただきますように、各関係機関への働きかけ等のお

願いを陳情いたしました。

２、乗合タクシー研修視察。

村田町は宮城県の南部に位置し、仙台市など３市４町に隣接しています。世帯数

３,９４６世帯、人口１万１,５９８人の町です。南に白石川が流れ、西に蔵王山系
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の山々を望む、自然環境に恵まれた地域です。また、東北地方と関東地方、仙台方

面と山形方面を結ぶ古くから交通の要衝であり、現在も東北自動車道村田インター

チェンジ、村田ジャンクションなどにより、その役割を果たしています。

新交通システム導入前の交通体系は、ミヤコーバス川崎線が運行され、大河原仙

台方面は確保されており生活バス路線も委託している。高速バス仙台蔵王川崎線も

運行されており、仙台市までの通勤、通学にも利用されている。幼稚園児、小学校

児童はスクールバス４系統を配置して学校間を往復している。新交通システム導入

について、高齢化が進行する中で、交通弱者のための足を確保するために、デマン

ド型乗合タクシーについて検討し、平成２６年１０月１日よりデマンド型乗合タク

シー「くらりん号」が町内全域を運行している。利用料金、現金又は回数券、大人

３００円、小中学生、障害者手帳所有者１５０円。運行日時間、月曜から金曜日の

平日、土日祝祭日は運休、午前８時から午後５時まで、前日の午後５時まで電話予

約。利用方法、利用登録申請書に必要事項を記入、後日利用者登録カードを交付。

運行事業者、オペレーターは地元タクシー事業者に委託。今後は町議会や利用者か

らの多く寄せられている隣接町への乗り入れがあり、１市３町の相互の乗り入れに

ついて課題となっており、南関町も１０月より試験運行が始まるが、近隣市町への

乗り入れも今後検討し、町民が利用しやすい乗合タクシーの運行が必要と感じられ

る研修であった。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第４ 陳情の委員会付託等について

○議長（酒見 喬君） 日程第４、陳情等の委員会付託等についてです。

本日まで受理しました陳情等は、陳情２件を所管の委員会に付託し、お手元に配

りました陳情文書の写しのとおり、２件を配付といたしましたので報告します。

ここで、町長からの挨拶の申し出があっていますので、これを許します。町長。

○町長（佐藤安彦君） 皆さま、改めましておはようございます。

平成２７年第４回南関町議会定例会の開会において、平成２７年度補正予算案、

その他諸議案の御審議をお願いするにあたり、一言御挨拶を申し上げ、議員の皆さ

ま並びに町民の皆さまに一層の御理解と御協力をお願い申し上げる次第であります。

さて、今年は梅雨明けが少し遅くなる中で、かなりの雨量はありましたが、特別

大きな被害は発生しておりませんでした。しかし、一番心配しておりました大型台

風１５号が８月２５日に上陸し、雨風の被害はもとより、２５日、２６日と関東、

関外目、そして三小校区の多くの世帯で停電が発生し、電気に頼って生活している

私たちの弱みが表に出てきたところでございます。町でも自主避難所、また、停電

に伴い、給水所２カ所を設置するとともに、防災無線や広報車を使用しての対応を
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いたしましたが、必ずしも十分な対応ができたとは言えません。しかし、町社協、

自主防災組織を初め、建設業協会や多くの地域住民の皆さま方の御協力により、最

小限の被害でおさめることができたと思っております。

改めて、この場をお借りして御協力いただきました皆さまにお礼を申し上げる次

第であります。

昨日は、栃木、茨城で予想できないような災害が発生しましたが、今後も引き続

き台風の発生や集中豪雨、地震などと災害がいつどこで発生するかわかりませんの

で、町としても危機管理を徹底するとともに、災害に対する体制の強化や地域住民

の皆さまに対する啓発の強化を図っていかなければならないと考えております。

なお、今回の台風のとりまとめについては、８月３１日に臨時課長会議を開催し、

２日間の状況、対応、そして今後の対策等について協議したところであります。本

年は１１月に町が主体となる災害避難訓練を四小校区において開催することとして

おりますので、その中でも今回の経験を生かせるようにしていきたいと考えており

ます。

さて、いつもお話をしております地方創生については、現在町でも南関町人口ビ

ジョンと、南関町まち・ひと・しごと創生総合戦略を作成しているところでありま

すが、今回は、町職員の皆さんからもこれらの仕事につながるたくさんのヒアリン

グシートが提出されております。これにあわせ、議員の皆さまを初め審議会委員の

皆さまからも貴重なヒアリングシートを提出いただいておりますので、これから５

年間のまちづくり、特に雇用拡大や企業、少子化対策、定住対策などに役立てられ

るような計画を策定していきたいと考えております。

また、１０月からは、いよいよ予約型乗合タクシーの試行運転を開始することに

なりますが、これまでに９００人近くの方に登録いただいており、南関町に一番あ

った事業になるように取り組むとともに、将来の交通体系の方向性も含めて、有効

な調査ができるように取り組んでまいりたいと考えております。

議会全協の中でも説明させていただいているバンブーフロンティア構想について

は、バンブーフロンティア株式会社も設立され、竹林のモデル地域となる関東、久

重地域での説明会開催後に、竹林所有者の方との協定を締結いただいているところ

であります。既に２００ヘクタールを超える竹林面積の協定を締結させていただい

ております。また、試作品等が既に何種類もできておりますので、今後の事業展開

に期待しているところであります。これに関連して総務省の分散型エネルギーイン

フラプロジェクトマスタープラン策定支援として、南関町地域エネルギー循環マネ

ジメント事業の計画を進めており、周辺自治体の協力も得ることができましたので、

新しい形のエネルギーマネジメント事業として調査を進めることができればと考え
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ております。また、９月３日には、熊本県公共関与産業廃棄物管理型最終処分場エ

コアくまもとの屋根を活用したメガソーラ発電所建設事業に関する協定の調印を熊

本いいくに県民発電所株式会社様と締結することができました。最終処分場エコア

くまもとの完成も間近に迫っておりますが、完成後にはメガソーラ発電所とあわせ

て、熊本県の北の環境教育の拠点となり、町の活性にも大きく役割を果たしていた

だくことになると期待しております。

その他企業誘致関連事業につきましては、現在数社と大型増設の調印に向けて調

整をしており、近いうちに町の明るい話題として御紹介できるのではないかと楽し

みにしております。

延寿荘の民営化については、移管法人への募集手続が既に終わっておりますので、

今後、診査及び候補者の選定を行い、協定を締結、そして契約にすすめることがで

きればと考えているところでございます。

南関町合併６０周年の記念事業は、１０月１７日土曜日に記念式典やパネルディ

スカッション、功労者表彰などと計画をしており、翌１８日日曜日には、合併６０

周年記念事業として、健康づくりウォーキングとグラウンドゴルフ大会を開催し、

子どもから大人までのたくさんの参加者の皆さんに楽しんでいただければと思いま

す。

また、昨年度は南関中学校３年生と実施した意見交換会については、中学校から

の要望で、今年度は７月１０日に全校生徒へ私の講話をしたあとに意見交換会を開

催させていただきましたが、１５人ほどの生徒の皆さんからまちづくりに対する幅

広い意見や要望をいただきましたので、その場で回答はしておりますが、中学生の

皆さんの考え方をこれからのまちづくりに生かしていければと思っております。

昨年も開催しました地域懇談会は、今年度は合併６０周年の事業等もありますの

で、１１月の中旬をめどに各校区１回ずつの開催で調整をさせていただきたいと考

えております。そのかわりというのはどうかと思いますが、町議会からも提案があ

りました南関高校生を対象とした「高校生議会」を計画させていただければと考え

ているところであります。

以上、現在の状況等を含めてお話をさせていただきましたが、今回の議案の提案

につきましては、平成２６年度南関町財政健全化判断比率の状況についてが１件、

条例の一部改正が２件、平成２６年度一般会計のほか各特別会計の歳入歳出認定に

ついてが８件、平成２７年度一般会計補正予算のほか、各特別会計の補正予算が５

件、字の区域の変更についてが１件、町道の路線認定が１件、定住自立圏形成協定

の一部を変更する協定の締結についてが１件を提案しております。特に一般会計補

正予算は、介護保険費の地域介護、福祉空間整備補助金２,４４８万２,０００円、
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介護基盤緊急整備特別対策事業補助金３,０００万円と農地等災害復旧費の現年債

１,３５９万９,０００円、公共土木施設災害復旧費の同じく現年債として７６４万

９,０００円など、１億１,２８３万６,０００円を増額し、一般会計の総額を５７

億３,８９５万４,０００円としているところであります。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げまして、定例会開会にあたって

の御挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） お諮りします。

日程第５、報告第２号から日程第２５、議案第７３号までの議案を一括上程し、

提案理由の説明を求めたいと思いますが、御異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 異議なしと認めます。

したがって、日程第５、報告第２号から日程第２５、議案第７３号までの議案を

一括上程することに決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第 ５ 報告第 ２号 平成２６年度南関町財政健全化判断比率の状況について

日程第 ６ 議案第５４号 南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

日程第 ７ 議案第５５号 南関町手数料条例の一部を改正する条例の制定について

日程第 ８ 議案第５６号 平成２６年度南関町一般会計歳入歳出決算認定について

日程第 ９ 議案第５７号 平成２６年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０ 議案第５８号 平成２６年度南関町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第１１ 議案第５９号 平成２６年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１２ 議案第６０号 平成２６年度南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１３ 議案第６１号 平成２６年度南関町介護サービス事業特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第１４ 議案第６２号 平成２６年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第１５ 議案第６３号 平成２６年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第１６ 議案第６４号 平成２６年度南関町宅地分譲事業特別会計歳入歳出決算
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認定について

日程第１７ 議案第６５号 平成２７年度南関町一般会計補正予算（第３号）につい

て

日程第１８ 議案第６６号 平成２７年度南関町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）について

日程第１９ 議案第６７号 平成２７年度南関町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）について

日程第２０ 議案第６８号 平成２７年度南関町介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）について

日程第２１ 議案第６９号 平成２７年度南関町介護サービス事業特別会計補正予算

（第２号）について

日程第２２ 議案第７０号 平成２７年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について

日程第２３ 議案第７１号 字の区域の変更について

日程第２４ 議案第７２号 町道の路線認定について

日程第２５ 議案第７３号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結につい

て

○議長（酒見 喬君） 議案はお手元に配付してあります。

議案名を事務局長に朗読させますので、確認をしてください。

事務局長。

○議会事務局長（寺本一誠君） ［議案名朗読］

○議長（酒見 喬君） 配付漏れ等はございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 配付漏れなしと認めます。

それでは、ただいまから提案理由の説明を求めます。

担当職員は、順次説明をしてください。

総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 私からは、報告第２号それから議案第５４号及び議案第

５５号までを続けて御説明いたします。

初めに、報告第２号、平成２６年度南関町財政健全化判断比率の状況について、

御説明いたします。

地方分権社会におけるそのふさわしい地方の財政の健全化を推進するため、地方

公共団体の財政健全化に関する法律が平成１９年に制定されております。その第３

条において、地方公共団体の長は毎年度、前年度の決算の提出を受けたあと、速や
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かに実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率並びにそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委員の審査に付し、その意見をつけ

て当該健全化判断比率を議会に報告しなければならないと規定しているところでご

ざいます。

議案書２ページを御覧ください。

実質赤字比率につきましては、早期健全化基準が１５％に対しまして、実質収支

額が８,８７９万６,０００円の黒字でありましたので、実質赤字率はございません。

続きまして、連結実質赤字比率につきましては、早期健全化基準が２０％に対し

まして、特別会計を含めました実質収支額が２億８,４３６万円の黒字でございま

したので、これも連結実質赤字比率はございません。

また、実質公債費比率につきましては、公債費や公債費に準じた経費の比重を過

去３年間の平均で示す比率でございますが、早期健全化基準が２５％に対しまして、

当町の実質公債費比率は基準内の８.４％となっております。

最後に、将来負担比率につきましては、地方債の残高のほかに一般会計や特別会

計が将来負担すべき実質的な負債をとらえた比率でございますが、早期健全化基準

が３５０％に対しまして、当町の将来負担比率は基準内の３.４％となっていると

ころでございます。

なお、監査委員の意見書は別所添付のとおりでございます。

以上、報告いたします。

第５４号議案、南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について、

提案理由及び議案の説明をいたします。

町では、個人の尊厳の確保と基本的人権の尊重のために、個人情報の保護が重要

であることから、より適切な個人情報保護対策を実施するため南関町個人情報保護

条例を制定しております。平成２５年５月３１日に公布されました行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号法が施行

されました。このことに伴い、平成２７年１０月から国民一人一人の行政手続にお

いて、個人番号が付番され、社会保障、税、災害対策分野の行政手続において、地

方公共団体は個人番号がひもずいた個人情報、いわゆる特定個人情報を利用、提供

することができるようになります。この特定個人情報は、他の個人情報に比べ高度

な個人識別機能を有することから、特定個人情報保有する地方公共団体は、より厳

格な保護措置を講ずるよう番号法で規定されております。そのため、個人情報の取

り扱いについての基本事項を定めております南関町個人情報保護条例を改正し、特

定個人情報の収集、利用、提供及び開示等、番号法の規定に沿った内容にするため、

この条例の改正を行うものでございます。
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以下は議案書を用いて説明をいたします。

南関町個人情報保護条例（平成１７年条例第１号）の一部を次のように改正いた

します。

まず定義でございますが、定義を定める第２条中に第４号で特定個人情報、そし

て第５号で保有特定個人情報を追加しているところです。

次に、収集の制限の見出しであります個人情報の収集の制限を定めた第６条の次

に、「特定個人情報の収集の制限」を見出しとして、第６条の２を新たに設けてお

ります。

次に、利用及び提供の制限を見出しといたしました第１２条の次に、「保有特定

個人情報の利用の制限」を見出しとして、第１２条の２を、さらに「特定個人情報

の提供の制限」を見出しとして第１２条の３を新たに設けております。これらは個

人情報と特定個人情報を区別して扱うこととしているものでございます。また、情

報の開示、訂正、利用停止につきましては、個人情報については未成年者又は成年

被後見人の法定代理人が請求できるとしておりますが、特定個人情報にあっては、

未成年もしくは青年後見人の法定代理人又は本人の委任による代理人も請求ができ

るものとしたものでございます。また、２７条の他の法令との調整といたしまして、

開示、その他の個人情報の取り扱いの手続きについては、他の法令に同一方法が認

められる場合でも特定個人情報については、番号法に基づく開示を行うこととして

おります。

さらに２８条は、費用の負担を定めておりますが、第３項を追加いたしまして、

実施期間は開示請求者が保有特定個人情報の写しの交付又は送付を求めた場合にお

いて、当該開示請求者について経済的困難、その他特別な理由があると認めるとき

は、当該保有特定個人情報の写しの作成又は送付に関する費用を減額し又は免除す

ることができると開示手数料の減免も規定をしております。

また、３６条では、自己の個人情報が目的外使用制限、収集、保管制限、特定個

人情報ファイル作成制限、利用、提供制限に違反したと認めるときは、利用停止請

求ができると定めたものでございます。

そのほかにつきましては、追加、削除した条項の整理、それから改正に伴う字句

の訂正等でございます。

附則といたしまして、この条例は、平成２７年１０月５日から施行すると規定し

たものでございます。

以上で、南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について提案理由

及び議案の説明を終わります。御審議の上、御承認くださいますようよろしくお願

いいたします。
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続きまして、第５５号議案、南関町手数料条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、提案理由及び議案の説明をいたします。

今回改正いたしますのは、地方自治法第９６条及び第２２８条の規定、並びに行

政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行によ

り条例の改正をする必要があるためでございますが、３つの施行期日に分けて改正

を行っております。

まず、地方自治法第９６条もありますが、第２２８条によりますと、分担金、使

用料、加入金及び手数料に関する条項については、条例でこれを定めなければなら

ないと規定しているところでございます。このことから１０月１日から実施予定の

乗合タクシーの運賃を条例で定める必要がありますので、一般、障がい者、小学生

と区分した運賃を定めたものでございます。この条例部分の施行日は、平成２７年

１０月１日から施行すると定めております。

次に、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律、いわゆる番号法の施行によるものですが、番号法の施行がそれぞれ異なってお

ります。そのため附則第１号と第２号で分けております。まず、第１号では、通知

カードの再交付手数料を５００円と定めた規定でございますが平成２７年１０月５

日から施行するとしております。第２号の規定は、不要となった住民基本台帳カー

ドの交付手数料を削ること及び新たに個人番号カードの再交付手数料を８００円と

定めた規定を平成２８年１月１日から施行するものとしたものでございます。

以上で、南関町手数料条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由及び

議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 会計課長。

○会計管理者（木村浩二君） 第５６号議案、平成２６年度南関町一般会計歳入歳出

決算認定についてから第６４号議案、平成２６年度南関町宅地分譲事業特別会計歳

入歳出決算認定についてまでの議案を一括して御説明申し上げます。

今回御提案しております決算につきましては、平成２６年度に御審議をいただき

議決されました歳入歳出予算の執行の実績を示したものであります。これらの９件

の決算書は、監査委員の審査に付され、先月８月２６日付けで歳入歳出決算及び定

額資金運用、基金運用状況調書の審査意見書の送付を受けましたので、地方自治法

第２３３条第３項の規定により議会の認定に付すために御提案するものでございま

す。

お手元にお配りしております決算認定に関しましての説明資料の平成２６年度各

会計歳入歳出決算総括表、並びに各決算書で御説明いたします。
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最初に説明資料の決算総括表を御覧ください。

一般会計歳入歳出決算と８件の特別会計歳入歳出決算をあわせた収支状況につき

ましては、総括表の一番下の行の合計欄Ｂ列で歳入決算額９２億９,５６３万７,３

８８円、Ｃ列で歳出決算額８９億９,９４９万８,４０７円、Ｄ列の差し引き残額は

２億９,６１３万８,９８１円となり、前年度に対して７,５７３万２０２円の２０.

４％の減となる形式収支額となっております。

まず、第５６号議案、平成２６年度南関町一般会計歳入歳出決算でございますが、

決算総括表のＡ列、歳入歳出予算額は６３億３,８９５万９,４００円、Ｂ列の歳入

決算額で５７億６,０８２万７,７１１円、Ｃ列の歳出決算額は５６億６,０２５万

２,５８７円で、Ｄ列の差し引き残額は１億５７万５,１２４円となります。前年度

に対しまして３３.４％の減となっております。

Ｆ列の翌年度へ繰り越すべき財源としての１,１７７万９,０００円を差し引いた

Ｇ列の実質収支額は８,８７９万６,１２４円です。同額を純繰越金として平成２７

年度に繰り越しており、前年度と比較しますと、３,２６９万９,６４１円、２６.

９％の減となっております。また、Ｆ列の繰越事業分の翌年度繰越額としまして５

億８,１５１万３,０００円です。その主なものとしまして、土木費の社会資本整備

総合交付金事業、衛生費の地域振興対策事業、総務費の地域創生先行型事業等でご

ざいます。また、不納欠損額は、町税の９０万４,３４４円となっております。

続きまして、一般会計の決算書の１ページから７ページを御覧ください。

まず、１ページから３ページの歳入につきまして、３ページの歳入合計欄の収入

済額計５７億６,０８２万７,７１１円の構成比率につきましては、各款ごとに大き

い順から申し上げますと、まず、１０款地方交付税１８億９,６３９万３,０００円、

３２.９％です。１款町税１０億８,７４９万３,５９３円、１８.９％。１４款国庫

支出金８億２５６万３,８６７円、１３.９％。続きまして、２１款町債７億６,１

２４万８,０００円、１３.２％。１５款県支出金４億４,２８３万８,１７３円、７.

７％等となっております。

４から６ページの歳出につきまして、６ページの歳出合計欄の支出済額計５６億

６,０２５万２,５８７円の構成比率につきましては、各款ごとに大きい順に、まず、

３款民生費１６億５,５０７万５,８２８円、２９.２％。４款衛生費７億７,７７１

万７９２円、１３.７％、７款土木費７億１,４９１万３,２６８円、１２.６％。２

款総務費６億４,７７３万９,６９７円、１１.４％、１１款公債費６億２,１１６万

８,１４３円、１１.０％。９款の教育費６億１,２０９万８,７６８円、１０.８％

等となっております。前年度と比較いたしますと、歳入が１億２９２万１,６７３

円、１.８％の増。歳出が１億５,２２６万９,７１４円、２.８％の増です。ともに
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増加しておりますのは、平成２５年度からの繰越事業を含む社会資本整備総合交付

金事業費の約４億２,２００万円、地域振興対策事業費としまして約３億５,９００

万円、また、臨時福祉給付金３,９２３万円等が主なものでございました。

総括表を御覧ください。

次に、第５７号議案、平成２６年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算で

ございますが、総括表のＡ列、歳入歳出予算額は１４億９,０８６万２,０００円、

Ｂ列の歳入決算額で１４億９,９３４万８,７３１円、Ｃ列の歳出決算額は１４億４,

３１０万８,３４３円で、Ｄ列の差し引き残額は５,６２４万３８８円となります。

同額を繰越金としまして、平成２７年度に繰り越しております。前年度に比較しま

して３４万４,３１６円、０.６％の増となっております。また、不納欠損額といた

しまして、国民健康保険税３０７万２,９３８円を不納欠損処理しております。

続きまして、国民健康保険特別会計決算書の１ページから５ページを御覧くださ

い。

まず、１ページから２ページの歳入につきまして、２ページの歳入合計欄の収入

済額計１４億９,９３４万８,７３１円の構成比率は大きい順に、３款国庫支出金４

億１,９８９万９８８円、比率で２８.０％、５款前期高齢者交付金２億７,９６９

万７,７８４円、１８.７％、７款共同事業交付金２億３５２万５,５７６円、１３.

６％、１款国民健康保険税１億９,７９０万３,０３６円、１３.２％、９款の繰入

金１億４,１５０万３,０６０円、９.４％等でございます。前年度との比較では、

交付金の減等によりまして６,９６３万２,９２２円、４.４％の減となっておりま

す。

３ページから４ページの歳出につきまして、４ページの歳出合計欄の支出済額計

１４億４,３１０万８,３４３円の構成比率につきましては、大きい順に、２款保険

給付費９億９,４８３万３,５９９円、６８.９％、７款共同事業拠出金１億９,４５

９万２,９４９円、１３.５％、３款後期高齢者支援金等１億５,８８５万５,４９７

円、１１.０％、６款介護納付金７,１３６万２,９９３円、４.９％等となっており、

前年度との比較では、保険給付費の減等によりまして６,９９７万７,２３８円、４.

６％の減となっております。

続きまして、決算の総括表のほうをお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 説明の途中ですが、ここで１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午前１１時０２分

再開 午前１１時１２分

－－－－－－－○－－－－－－－
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○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

説明の途中でしたので、これを続けてください。会計課長。

○会計管理者（木村浩二君） 続きまして、決算総括表を御覧ください。

第５８号議案、平成２６年度南関町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算でござ

いますが、総括表のＡ列、歳入歳出予算額は１億５,２７９万５,０００円、Ｂ列の

歳入決算額は１億５,０６２万８,１１４円、Ｃ列の歳出決算額は１億５,０６２万

８,１１４円の同額となり、Ｄ列の差し引き残額はゼロ円となります。繰越額はご

ざいません。

続きまして、公共下水道事業特別会計決算書の１ページから３ページを御覧くだ

さい。

まず、１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額計１億５,０６２万

８,１１４円の構成比率は大きい順に２款繰入金１億４０８万８,４０４円、６９.

１％、７款使用料及び手数料２,９１６万３,８９０円、１９.４％等、４款町債９

７０万円、６.４％等となっており、前年度と比較しますと、事業費の減等に伴い

まして、国庫支出金、町債の減によりまして、６,１５５万６,７０４円の２９.

０％の減となっております。

２ページの歳出につきまして、歳出合計欄の支出済額計１億５,０６２万８,１１

４円の構成比率につきましては、大きい順に３款公債費７,７９３万１,３６０円、

５１.８％、１款総務費６,５７１万１,９８１円、４３.６％、２款事業費６９８万

４,７７３円、４.６％となっており前年度と比較しますと、事業費の減等によりま

して、６,１５５万６,７０４円、２９.０％の減となっております。

続きまして、決算総括表をお願いいたします。

次に、議案第５９号議案、平成２６年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決

算でございますが、総括表のＡ列、歳入歳出予算額は４８１万１,０００円、Ｂ列

の歳入決算額４４８万５,３２７円、Ｃ列の歳出決算額も４４８万５,３２７円の同

額となり、Ｄ列の差し引き残額はゼロ円となります。繰越額はございません。

続きまして、簡易水道事業特別会計の決算書の１ページから３ページを御覧くだ

さい。

まず、１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額計４４８万５,３２

７円の構成比率につきましては、大きい順に、５款繰入金２７９万７,５０７円、

６２.４％、２款使用料及び手数料１５８万７,８００円、３５.４％等となってお

ります。

２ページの歳出につきまして、歳出合計欄の支出済額計４４８万５,３２７円の

構成比率につきましては、大きい順に、１款総務費２６６万４,４９７円、５９.
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４％、３款公債費１８２万８３０円、４０.６％でございます。

前年度と比較しますと、総務費の減に伴う繰入金の減額により、歳入歳出それぞ

れ８５万９,６９４円、１６.１％の減となっております。

続きまして、決算総括表をお願いいたします。

次に、第６０号議案、平成２６年度南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算で

ございますが、総括表のＡ列、歳入歳出予算額は１４億４２万円、Ｂ列、歳入決算

額で１３億８,００２万４,５９９円、Ｃ列、歳出決算額は１３億１,７９４万８,７

２３円で、Ｄ列の差し引き残額は６,２０７万５,８７６円となります。同額を繰越

金として平成２７年度に繰り越しております。前年度に比較して１,８８５万１,２

３７円、２３.３％の減となっております。不納欠損額といたしまして、介護保険

料５５万２６５円を不納欠損処理しております。

続きまして、介護保険事業特別会計の決算書の１ページから５ページを御覧くだ

さい。

まず、１ページから２ページの歳入につきましてでございますが、２ページの歳

入合計欄の収入済額計１３億８,００２万４,５９９円の構成比率につきましては、

大きい順に、４款支払基金交付金３億６,７２３万９,０００円、２６.６％、３款

国庫支出金３億６,４６１万５,４８８円、２６.４％、１款保険料１億９,５２２万

２,３４０円、１４.１％、５款県支出金１億８,４２７万７７円、１３.４％、７款

繰入金で１億７,５８２万１,９８８円、１２.７％等となっております。前年度と

比較しますと、国庫支出金や支払基金交付金の増等によりまして、４,２２７万４,

６１１円、３.２％の増となっております。

３ページから４ページの歳出につきまして、４ページの歳出合計欄の支出済額計

１３億１,７９４万８,７２３円の構成比率につきましては、大きい順に、２款の保

険給付費１２億４,８７９万５,１４５円、９４.７％、４款の地域支援事業費３,７

６５万１,５１４円、２.９％、１款総務費１,５０８万５,８０１円、１.１％等と

なっております。保険給付費の増等によりまして、６,１０７万５,８４８円の４.

９％の増でございます。

決算総括表をお願いいたします。

次に、第６１号議案、平成２６年度南関町介護サービス事業特別会計歳入歳出決

算でございますが、総括表のＡ列、歳入歳出予算額は２億５,３００万２,０００円、

Ｂ列、歳入決算額で２億５,３９７万３,０７９円、Ｃ列、歳出決算額は１億７,７

１０万８,１１８円で、Ｄ列の差し引き残額は７,６８６万４,９６１円となり、同

額を繰越金といたしまして平成２７年度に繰り越しております。前年度に比較いた

しまして、１３６万３,２６０円、１.８％の増となっております。
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続きまして、介護サービス事業特別会計決算書の１ページから３ページを御覧く

ださい。

まず、１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額計２億５,３９７万

３,０７９円の構成比率につきましては、大きい順に、１款サービス収入１億７,８

０３万５,４２５円、７０.１％、９款繰越金７,５５０万１,７０１円、２９.７％

等となっており、前年度と比較では、繰越金の減等によりまして、７８３万８,７

３３円、３.０％の減となっております。

２ページの歳出につきましては、歳出合計欄の支出済額計１億７,７１０万８,１

１８円の構成比率につきましては、大きい順番に申し上げますと、１款総務費１億

４,９０７万７,３０３円、８４.２％、２款サービス事業費２,３７５万４,０１５

円、１３.４％等となっております。前年度の比較では、総務費の減等によりまし

て、９２０万１,９９３円、４.９％の減となっております。

決算総括表をお願いいたします。

次に、第６２号議案、平成２６年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出

決算でございますが、総括表のＡ列、歳入歳出予算額は９,７９３万５,０００円、

Ｂ列、歳入決算額で９,６４６万２,９１４円、Ｃ列、歳出決算額も９,６４６万２,

９１４円の、同額となりＤ列の差し引き残額はゼロ円となります。繰越金額はござ

いません。前年度と比較しまして、８０８万３,０００円のカイゲンとなっており

ます。

続きまして、浄化槽整備推進事業特別会計の決算書の１ページから３ページを御

覧ください。

まず、１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額計９,６４６万２,９

１４円の構成比率につきましては、大きい順に、５款繰入金３,０４９万６,４３３

円、３１.６％、２款使用料及び手数料２,９４０万１,８８０円、３０.５％、８款

町債１,８９０万円、１９.６％等となっております。前年度に比較して、国庫支出

金の減等によりまして、５万３,４６７円、０.１％の減です。

２ページの歳出につきましては、歳出合計欄の支出済額計９,６４６万２,９１４

円の構成比率につきましては、大きい順に、２款事業費４,７２６万２７８円、４

９.０％です。１款総務費３,３５０万５,２２８円、３４.７％、３款公債費１,５

６９万７,４０８円、１６.３％となっており、前年度に比較しますと、事業費の増

等によりまして、８０２万９,５３３円で、９.１％の増でございます。

決算総括表をお願いいたします。

次に、第６３号議案、平成２６年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

でございますが、総括表のＡ列、歳入歳出予算額は１億２,９２６万４,０００円、
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Ｂ列、歳入決算額で１億２,４８０万７,７６９円、Ｃ列、歳出決算額は１億２,４

４２万５,１３７円で、Ｄ列の差し引き残額は３８万２,６３２円となり、同額を繰

越金として、平成２７年度に繰り越しております。前年度の比較では、１５万５,

５００円、２８.９％の減となっております。

続きまして、後期高齢者医療特別会計決算書の１ページから３ページを御覧くだ

さい。

まず、１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額計１億２,４８０万

７,７６９円の構成比率につきましては、大きい順に、１款後期高齢者医療保険料

６,９４４万９,１００円、５５.６％、３款繰入金５,４７５万５,４３７円、４３.

９％等となっております。前年度と比較しまして、後期高齢者医療保険料の減等に

よりまして８０万３,１４７円、０.６％の減でございます。

２ページの歳出につきまして、歳出合計欄の支出済額計１億２,４４２万５,１３

７円の構成比率につきましては、大きい順に、２款後期高齢者医療広域連合納付金

１億２,３９８万５,３２０円、９９.６％、１款総務費３４万４,７１７円、０.

３％等となっており、前年度と比較しまして、広域連合納付金の減等によりまして

６７万７,６４７円、０.５％の減となっております。

決算総括表をお願いいたします。

最後に、第６４号議案、平成２６年度南関町宅地分譲事業特別会計歳入歳出決算

でございます。総括表のＡ列、歳入歳出予算額は２,８２１万円、Ｂ列、歳入決算

額で２,５０７万９,１４４円、Ｃ列の歳出決算額も同額の２,５０７万９,１４４円

で、差し引き残額はゼロ円です。繰越額はございません。

続きまして、宅地分譲事業特別会計決算書の１ページから３ページを御覧くださ

い。

まず、１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額計２,５０７万９,１

４４円は、２款１項一般会計繰入金です。前年度と比較しまして、繰入金の減によ

りまして、３６０万３,２３０円、１２.６％の減となっております。

２ページの歳出につきまして、歳出合計欄の支出済額計２,５０７万９,１４４円

は、１款１項宅地分譲事業費で、前年度と比較しまして事業費の減によりまして３

６０万３,２３０円、１２.６％の減でございます。

以上、第５６号議案から第６４号議案までの説明をしましたが、地方自治法第２

３３条第３項及び第５項の規定によりまして、監査委員の審査意見書及び主要な施

策の成果に関する説明書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財

産に関する調書を合わせて提出しております。

以上で説明を終わります。
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御審議の上、認定いただきますようによろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 第６５号議案、平成２７年度南関町一般会計補正予算

（第３号）について、御説明申し上げます。

予算書の１ページをお開きください。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１,２８３万６,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５７億３,８９５万４,０００円とするもの

でございます。合わせて、事業料等の変更に伴いまして、地方債の追加、変更を行

うものでございます。

次のページをお願いします。歳入でございます。１款町税、２項固定資産税１,

１７７万２,０００円を追加しまして、５億９,２８８万９,０００円とするもので

ございます。

１２款分担金及び負担金、１項分担金３８万６,０００円を追加して、６８万６,

０００円とするものでございます。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金８３８万１,０００円を追加して、３億５,４

６５万７,０００円とし、２項国庫補助金３５５万５,０００円を追加して、３億７,

２２３万円とするものでございます。

１５款県支出金、１項県負担金５４万６,０００円を追加して、２億１,６８４万

８,０００円とし、２項県補助金６,７２４万２,０００円を追加して、２億４,６０

７万円とし、３項県委託金２４万６,０００円を減額して、２,８９７万８,０００

円とするものでございます。

２０款諸収入、４項雑入５９３万８,０００円を追加して、８,３１８万３,００

０円とするものでございます。

２１款町債、１項町債１,５２６万２,０００円を追加し、７億４,７９６万２,０

００円とするものでございます。歳入合計５６億２,６１１万８,０００円のところ

を１億１,２８３万６,０００円を追加して、５７億３,８９５万４,０００円とする

ものでございます

続きまして、歳出でございます。２款総務費、１項総務管理費３５４万６,００

０円を追加して、５億４,８９０万３,０００円とし、３項戸籍住民基本台帳費４１

６万６,０００円を追加し、２,８０７万円とし、４項選挙費１５万円を追加し、１,

９１５万７,０００円とし、５項統計調査費２６万４,０００円を減額し、７９０万

２,０００円とするものでございます。

３款民生費、１項社会福祉費５,５６９万５,０００円を追加し、１２億３,８７

６万４,０００円とし、２項児童福祉費２０４万４,０００円を追加し、４億７,１
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２３万１,０００円とするものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費５２万１,０００円を追加し、２億４,３８３万７,

０００円とし、３項水道費２４万７,０００円を追加し、３１９万２,０００円とす

るものでございます。

５款農林水産業費、１項農業費１３０万５,０００円を追加し、２億８,０６３万

４,０００円とし、２項林業費２８万６,０００円を追加し、１,１８７万円とする

ものでございます。

６款商工費、１項商工費９０万２,０００円を追加し、１億４,３７０万２,００

０円とするものでございます。

７款土木費、１項土木管理費１４万５,０００円を追加して、７,７４０万２,０

００円とし、２項道路橋梁費３万円を追加して、４億８,５１２万８,０００円とし、

３項河川費４,０００円を追加して、４１１万１,０００円とし、４項住宅費１０万

円を追加して、７,５７１万２,０００円とし、５項下水道費５６万１,０００円を

追加して、１億１,９４３万９,０００円とするものでございます。

８款消防費、１項消防費１０３万５,０００円を追加して、２億２００万３,００

０円とするものでございます。

９款教育費、１項教育総務費６３万５,０００円を追加して、４,３０１万９,０

００円とし、次のページでございます。２項小学校費１００万円を追加して、９,

７６８万６,０００円とし、３項中学校費１１７万円を追加し、９,６８０万４,０

００円とし、４項社会教育費２６万１,０００円を追加し、１億６５７万５,０００

円とし、５項保健体育費４万５,０００円を追加し、２億９,１８９万円とするもの

でございます。

１０款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費１,３７２万２,０００円を追加

し、１,３７２万３,０００円とし、２項公共土木施設災害復旧費７６４万９,００

０円を追加して、７６５万円とするものでございます。

１２款予備費、１項予備費１,７８８万１,０００円を追加して、２,６９５万１,

０００円とするものでございます。歳出合計５６億２,６１１万８,０００円のとこ

ろを１億１,２８３万６,０００円を追加して、５７億３,８９５万４,０００円とす

るものでございます。

第２表は地方債の変更でございます。

災害復旧事業費５６０万円を追加するものでございます。また、臨時財政対策債

ですが、限度額を９９６万２,０００円を増額して、１億９,６６６万２,０００円

とするものでございます。

次は８ページをお開きください。歳入の内容説明でございますが、主なものだけ
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を御説明いたします。１款町税、２項固定資産税、１目固定資産税、１節現年課税

分が１,１７７万２,０００円を増額しております。これは今年度は評価替えの年で

ございますが、在来家屋の据え置きが多くあって、下がり方が当初の見込みより少

なかったことによります。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金、３目災害復旧国庫負担金、１節公共土木施

設災害復旧国庫負担金でございます。５１０万１,０００円、現年災にかかるもの

でございます。

１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総務費国庫補

助金でございますが６８３万５,０００円、社会保障・税番号制度事務補助金でご

ざいます。当初予算の分の個人番号カード交付事業費補助金を３６７万８,０００

円ございますが、それを担当替えを行いました。それで交付額決定に伴いまして、

１,０００円を減額しておりますが、個人番号カード交付事務補助金の３３万２,０

００円を合計したものでございます。なお、自治体中間サーバ－・プラットフォー

ム補助金の６５０万４,０００円と、あとで歳出で出てまいりますけれども、個人

番号カード交付事業費補助金はＪ－ＬＩＳ地方公共団体情報システム機構に事業費

負担金として支払うものでございます。

次のページ、１５款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金、１節社会福

祉兼補助金でございます。５,４４８万２,０００円、介護基盤緊急整備特別対策事

業補助金としておりますが、これもあとで歳出で出てまいりますが、認知症のグル

ープホーム１ユニット分が３,０００万円、それから介護予防事業の対象地区、公

民館の改修補助といたしまして５カ所分、２,４４８万２,０００円を支出するもの

でございます。それから同じ２項県補助金でございます。９目災害復旧費県補助金

は、１節農林水産施設災害復旧費県補助金で、１,００８万９,０００円、これは現

年災にかかるものでございます。

次のページをお開きください。

２１款町債、１項町債、１１目臨時財政対策債、１節臨時財政対策債９６６万２,

０００円を増額しております。

続きまして、歳出の内容説明でございますが、これも主なものだけ説明をさせて

いただきます。

２款総務費、１項総務管理費の７目企画費でございます。１９節負担金補助及び

交付金でございますが、２８２万５,０００円、社会保障・税番号制度事務負担金

ということで、先ほど歳入でも御説明いたしましたとおり、担当替えをしておりま

すので、減額をした上で、中間サーバ－・プラットフォーム負担金６５０万４,０

００円を計上した結果、２８２万５,０００円としたものでございます。



－ 2 8 －

次のページをお開きください。

２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費でございますが、

１９節負担金補助及び交付金でございます。３６７万８,０００円、これは先ほど

申し上げました２款、１項、７目、１９節から担当替えでしております。その分で

事務負担金でございます。

次に、１４ページをお開けください。

３款の民生費、１項社会福祉費、１２目介護保険費、１９節負担金補助及び交付

金でございますが、５,４４８万２,０００円を支出しております。先ほど収入のと

ころで申し上げました介護予防公民館改修の５カ所分で２,４４８万２,０００円、

それからグループホーム１ユニットの分で３,０００万円でございます。

次に、１７ページをお願いいたします。

１７ページ８款消防費、１項の消防費、２目非常備消防費でございます。１８節

備品購入費１２４万１,０００円を消防備品として歳出を計上しております。これ

は歳入の雑入のところにございますが、消防団の公務災害補償等共済の基金から、

歳出をされるものでございました。消防団員の安全装備品、整備費助成事業に申請

をして、トランシーバの５８台を購入するものでございます。雑入では１２４万円

の歳入がございます。

１９ページをお願いいたします。

１０款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農地等災害復旧費、１５

節工事請負費でございます。１,３５９万９,０００円現年災にかかるもので、６月

から８月にかけて４回にわたる大雨による災害復旧でございます。同じく、１０款

ですが、２項公共土木施設災害普及費、１目河川等災害復旧費、１５節工事請負費、

同じ原因によるものでございますが、７６４万９,０００円現年災にかかるもので

ございます。

以上で、説明を終わります。

御審議の上、御承認賜わりますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 第６６号議案、平成２７年度南関町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）につきまして、御説明申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５,６３１万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億

８,６３５万８,０００円とするものでございます。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。６款県支出金、２項県補助金、

６万４,０００円を追加し、７,２３４万７,０００円とするものでございます。
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９款繰入金、１項他会計繰入金１万円を追加し、７,５３０万６,０００円とする

ものでございます。

１０款繰越金、１項繰越金５,６２３万７,０００円を追加し、５,６２３万９,０

００円とし、歳入合計補正額５,６３１万１,０００円を追加し、歳入合計１６億８,

６３５万８,０００円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費

７万５,０００円を追加し、４５０万１,０００円とするものでございます。

８款保健事業費、２項保健事業費１万６,０００円を追加し、８３６万円とし、

１１款諸支出金、１項償還金及び還付加算金８３６万円を追加し、８９６万５,０

００円とし、１２款予備費、１項予備費４,７８６万円を追加し、５,４９１万１,

０００円とし、歳出合計補正額５,６３１万１,０００円を追加し、歳出合計１６億

８,６３５万８,０００円とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。主なものについて

御説明を申し上げます。

上の６款県支出金、２項、２目システム改修費補助金、１節システム改修費補助

金６万４,０００円を追加するものでございます。

１つ飛ばしまして、１０款繰越金、１項、１目療養給付費交付金繰越金、１節療

養給付費交付金繰越金３０３万４,０００円を追加するもので、退職被保険者医療

分でございます。次に、２目その他繰越金、１節その他繰越金５,３２０万３,００

０円を追加するもので、これは、一般分の繰り越しでございます。

７ページをお願いいたします。歳出の内容説明でございます。

１款総務費、１項、１目一般管理費、１３節委託料６万５,０００円を追加する

ものでございます。これは国民健康保険税システムの改修費でございます。

１つ飛ばしまして、１１款諸支出金、１項、３目償還金、２３節償還金及び利子

割引料８３６万円を追加するものでございます。主なものといたしましては、療養

給付費交付金返還金３０３万５,０００円、療養給付費等負担金返還金４９８万１,

０００円でございます。平成２６年度の実績によるものでございます。

続きまして、１２款予備費、１項、１目予備費４,７８６万円を追加するもので

ございます。

以上で説明を終わらせていただきます。

御審議の上、御承認賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 第６７号議案、平成２７年度南関町公共下水道事業特別

会計補正予算（第２号）について御説明申し上げます。
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予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１０６万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億６,５

５５万２,０００円とするものでございます。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。２款繰入金、１項一般繰入金

に５６万１,０００円を追加して、１億１,９４３万９,０００円とし、８款県支出

金、１項県補助金に５０万円を追加して、１５０万円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費

を１０６万１,０００円増額して、６,９９３万２,０００円とするものでございま

す。

６ページをお願いいたします。歳入についての説明でございます。２款繰入金、

１項一般繰入金、１目一般繰入金、１節一般会計繰入金に５６万１,０００円を追

加し、８款県支出金、１項県補助金、１目公共下水道費県補助金、１節公共下水道

費県補助金に、生活排水適正処理重点推進事業補助金として５０万円を追加するも

のでございます。

７ページは歳出でございます。１款総務費は、１項総務管理費、１目一般管理費、

９節旅費に７,０００円、１１節需用費に、下水道検査済証シールの印刷製本費と

して５万４,０００円、１９節負担金補助及び交付金に下水道排水設備工事費助成

金として、１００万円を追加するものでございます。

以上で説明を終わります。

御審議の上、御承認賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 第６８号議案、平成２７年度南関町介護保険事業特別会

計補正予算（第１号）につきまして、御説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５,７４４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億２,１５４

万６,０００円とするものでございます。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。７款繰入金、１項一般会計繰

入金２万５,０００円を追加し、１億８,４９７万２,０００円とし、次に、８款繰

越金、１項繰越金５,２０７万６,０００円を追加し、６,２０７万６,０００円とす

るものでございます。

次に、９款諸収入、３項雑入５３３万９,０００円を追加し、５４０万１,０００

円とし、歳入合計補正額５,７４４万円を追加し、歳入合計１４億２,１５４万６,

０００円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費
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２万５,０００円を追加し、３３７万４,０００円とし、６款諸支出金、１項償還金

及び還付加算金７２５万８,０００円を追加し、７２９万９,０００円とするもので

ございます。

次に、８款予備費、１項予備費５,０１５万７,０００円を追加し、７,３５７万

９,０００円とし、歳出合計補正額５,７４４万円を追加し、歳出合計１４億２,１

５４万６,０００円とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入の説明でございます。主なものについて御説

明を申し上げます。上から１つ飛ばしまして、８款繰越金、１項、１目繰越金、１

節繰越金５,２０７万６,０００円を追加するものでございます。

次に、９款、３項、２目過年度収入、１節過年度収入５３３万９,０００円を追

加するもので、介護給付費県負担金２１１万１,０００円、地域支援事業支払基金

交付金３２２万８,０００円でございます。

７ページをお願いいたします。歳出の説明でございます。上から１つ飛ばしまし

て６款諸支出金、１項、３目償還金、２３節償還金利子及び割引料７２５万８,０

００円を追加するもので、主なものといたしましては、介護給付費国庫負担金返還

金４７６万円、介護給付費等事業支払基金交付金返還金１５３万６,０００円でご

ざいます。

次に、８款、１項、１目予備費５,０１５万７,０００円を追加するものでござい

ます。

以上で説明を終わらせていただきます。

御審議の上、御承認賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 説明の途中ですが、ここで昼食のため１時まで休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後０時０３分

再開 午後１時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

説明の途中でしたので、これを続行します。６９号議案から説明をしてください。

延寿荘長。

○延寿荘長（福井隆一君） 第６９号議案、平成２７年度南関町介護サービス事業特

別会計補正予算（第２号）につきまして御説明申し上げます。

１ページをお願いします。歳入歳出それぞれ１,６８６万４,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５,１３２万３,０００円とするもので

ございます。
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２ページをお願いします。歳入、９款、１項繰越金１,６８６万４,０００円を追

加し、７,６８６万４,０００円とし、歳入合計を２億５,１３２万３,０００円とす

るものでございます。

３ページをお願いします。歳出につきましては、１款、１項施設管理費を３８万

３,０００円追加するものでございます。また、４款、１項予備費を１,６４８万１,

０００円追加し、８,１８７万１,０００円とし、歳出合計を２億５,１３２万３,０

００円とするものでございます。

６ページをお願いします。歳入でございます。

９款、１項、１目、１節繰越金といたしまして１,６８６万４,０００円を追加す

るものでございます。

７ページをお願いします。歳出でございます。

１款、１項、１目一般管理費、１１節需用費の修繕費として、３８万３,０００

円を追加するものでございます。これはデイサービス事務所雨漏り修理です。また、

４款、１項、１目予備費として、１,６４８万１,０００円を追加し、予算調整する

ものでございます。

以上で御説明を終わらせていただきます。

御審議の上、御承認賜りますよう、よろしくお願いします。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 第７０号議案、平成２７年度南関町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）につきまして、御説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３８万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,７９

１万４,０００円とするものでございます。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。４款繰越金、１項繰越金３８

万１,０００円を追加し、３８万２,０００円とし、歳入合計補正額３８万１,００

０円を追加し、歳入合計１億２,７９１万４,０００円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。２款後期高齢者医療広域連合

納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金１９万円を追加し、１億２,７１７万

１,０００円とし、４款予備費、１項予備費１９万１,０００円を追加し、２９万１,

０００円とし、歳出合計補正額３８万１,０００円を追加し、歳出合計１億２,７９

１万４,０００円とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入の説明でございます。４款繰越金、１項、１

目繰越金、１節繰越金に３８万１,０００円を追加するもので、決算に伴うもので

ございます。
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７ページをお願いいたします。歳出の説明でございます。２款後期高齢者医療広

域連合納付金、１項、１目後期高齢者医療広域連合納付金、１９節負担金補助及び

交付金の被保険者保険料負担金に、平成２６年度精算分といたしまして、１９万円

を追加し、次に、４款、１項、１目予備費に、１９万１,０００円を追加するもの

でございます。

以上で、説明を終わらせていただきます。

御審議の上、御承認賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 第７１号議案につきまして御説明をさせていただきます。

字の区域の変更についてでございます。平成２４年度から実施いたしました県営土

地改良事業で、南関東地区中山間地域総合整備事業のうち、堂突工区の過剰事業の

実施に伴い字界の変更をするものでございます。

熊本県知事から字の区域の変更申請書の提出がございました区域といいますのは、

南関東地区中山間地域総合整備事業の肥猪町及び相谷の堂突地区でございます。堂

突地区の状況といたしましては、その農用地というのは、中山間地に広がる水田地

帯に位置しまして、区画、農道、用排水路の整備が遅れておりました。よって、本

事業によって用排水路の整備、農道改良を行うことで、生産性を向上させ、農家経

営の安定を図るために行ったものでございます。

堂突地区は１.６ヘクタールで、区画整理を総合的に実施し、現在委託先であり

ます熊本県土地改良事業団体連合会が換地処分に向けて調整を行っているところで

ございます。

換地処分につきましては、事前に新たな土地に区画、形状に合わせて字の区域を

変更することとなりますが、今回は区域内の字の区域を変更するには、地方自治法

第２０６条第１項の規定によって議会の議決を経る必要がありますので、提案をさ

せていただいたものでございます。

以下は、議案書を元に説明をさせていただきます。

肥猪町奈良水の区域、２９１、２９８、３０８、３０９に隣接する水路である公

有地の全部並びに２９８の地先から３００の地先及び３０２の地先の道路に隣接す

る・・いろである公有地の全部を相谷堂突に変更し、そして次に、肥猪町十時の区

域１４６－１、１４７、１４８、２８９に隣接する道路、水路である公有地の全部

を相谷堂突に変更し、最後に相谷下堂突の区域であります１５２３－２に隣接する

道路である公有地の全部を相谷堂突に変更するものでございます。

以上で説明を終わります。

御審議の上、御承認くださいますよう、よろしくお願いいたします。
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○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 第７２号議案、町道の路線認定について御説明申し上げ

ます。

提案理由は、路線を認定しようとする場合は、道路法第８条第２項の規定により、

議会の議決を経る必要があるためでございます。

参考資料をお願いいたします。今回、提案いたします路線番号３６０、路線名井

出の上～前原線は、県道玉名八女線の関東バイパス開通に伴う旧県道の県からの引

き継ぎに伴うもので、起点を関東字番匠田下８３９番１地先から終点を関東字影平

１０６９番５地先までとする、延長５１４メートルの道路でございます。

道路法第８条第１項の規定により、町道として認定するものでございます。

以上で説明を終わります。

御審議の上、御承認賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（大木義隆君） 第７３号議案、定住自立圏形成協定の一部を変更す

る協定の締結について御説明をいたします。

提案理由は、定住自立圏形成協定の一部を変更する協定を大牟田市と締結するに

当たりまして、議会の議決に付すべき事件に関する条例第２条第１号の規定により、

議会の議決を経る必要があるためでございます。

なお、協定の相手方であります大牟田市においては、市議会９月定例会に同文を

提案されているところでございます。

それでは次のページの別紙、定住自立圏形成協定の一部を変更する協定書を御覧

ください。

まずは、文化事業の連携拡大を図るための変更協定でございます。

これまでの協定では、図書館の相互利用のみの連携でございましたが、圏域内の

文化振興を加えることとしております。町の文化事業に関する情報の提供とともに、

大牟田市の文化事業の情報収集発信や連携して文化事業を実施することとしており

ます。変更内容につきましては、表のとおりでございます。

次は、地域公共交通についてでございます。

その取り組みにつきましては、維持及び確保に加えて、需要促進を図ることとし

ております。また、当町の役割としては、乗合タクシーの運行と「また、公共交通

の維持確保及び利便性の向上のための調査、検証を行う。」を加えることとしてお

ります。町が乗合タクシー事業を実施することから、利便性の向上を図るため、連

携して調査、検証を行うこととするものでございます。

次に、道路等の交通インフラの整備についてでございます。
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有明海沿岸道路だけでなく、圏域内の主要道路のアクセス向上のため連携を行う

もので、道路整備の促進では甲の役割の欄の「地域高規格道路有明海沿岸道路」を

「主要幹線道路」に、「当該道路や主要幹線道路との」を「圏域内の」に改め、同

項乙の役割の欄中、「地域高規格道路有明海沿岸道路や」を削り、「主要幹線道路

との」を「主要幹線道路の整備促進に向けた取り組むとともに、圏域内の」に改め

ることとしております。

次に、圏域内外の住民との交流及び移住の促進についてでございます。

主に三池港や宮原抗など、三池炭鉱関連施設が明治日本の産業革命遺産として、

世界遺産に登録されたこともあり、既存の地域資源と合わせて活用する取り組みを

行うもので、地域資源を生かした圏域内外の交流では、「にぎわい交流拠点の整備

を行うとともに、」を削り、同項甲の役割の欄中、「地域資源である近代化産業遺

産等の活用を行い、にぎわいの創出及び圏域内外の住民との交流拠点づくりを進め

るを甲の区域内に存在する近代化産業遺産を初めとする地域資源の魅力の向上及び

活用を図り、にぎわいの創出に努める」に改めるなどとしております。

次に、戦略的な広域環境の振興では、これまでの取り組みに加えまして、圏域内

への集客の増加や周遊を図るための催事を行うこととしております。

最後に、その他安心・安全情報システムにつきましては、「構築」から「運用」

に変更いたします。現在運用しております「愛情ねっと」につきまして、さらに連

携を深め、システムの安定的な運営を図ることといたしております。

以上で説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 以上で、提案理由の説明を終了します。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２６ 一般質問について

○議長（酒見 喬君） 日程第２６、一般質問を行います。

発言の通告があっておりますので、順次質問を許します。

２番議員の質問を許します。２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 改めまして、こんにちは。２番議員の杉村です。私がトッ

プバッターとして質問するわけなんですけど、私のほうから今回は２点ですね、質

問いたします。

まず最初に、鷹の原城址周辺整備について、この件については、南関町において

は、鷹の原城趾の発掘調査を実施されてきましたが、その後はどうなっているのか。

また、これまで投じた経費の総額を具体的にお伺いします。また、発掘調査後の整

備と御茶屋跡の総合整備計画の考えはないかをお尋ねいたします。
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続きまして、関川、竜瀬川ですけど、除草及び公園化についてということでお尋

ねをいたします。町のメインであります関川が流れておりますが、南関橋周辺、南

関高校前ですね、と、現在茅や外来種の雑草等が繁殖し、また、土砂が堆積してい

る状況であります。また、水害の危険性、景観が損なわれているためですね、県へ

の要望をお尋ねいたします。

このあとは自席にて質問いたしますのでよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） ２番議員の一般質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ２番、杉村議員の鷹ノ原城址周辺整備についての御質問にお答

えします。

平成９年度南関インターチェンジ周辺の開発に伴う史跡発掘調査として始められ

た鷹の原城跡の発掘は、平成２３年度をもって終了しております。発掘途上に出現

しました石垣のつくりや本丸への西小淵の石組みなどから、南関城の威容が明らか

になり、文化庁にも注目される熊本の北の守りとしての端城址であり、重要な文化

財の１つに位置づけられようとするものであります。また、これまでには文化庁調

査官や熊本大学の指導を受けながら、平成２５年度までに発掘調査の総合報告書を

まとめが行われてきたところであります。今年度は既に指定を受けて観光資源とし

ても活用されております南関御茶屋跡に加えて城の原官軍墓地、南関城跡の一部を

町の重要な史跡、歴史史跡ゾーンとして結び、散策路の整備を行いながら、町づく

りの目玉として活用ができるかということで、そういったところで進めていきたい

と考えているところでございます。なお、詳細につきましては、教育長、教育課長

が答弁いたします。

次に、関川、竜瀬川の除草及び公園化についての御質問にお答えします。関川河

川の除草や堆積物の掘削につきましては、以前より県に要望を行ってきたところで

あります。昨年度は放水合戦が行われる会場で、南関高校前を実施しておりまして、

今年度はその下流を実施するということを聞いております。しかしながら、昨年度

実施した箇所にも既に雑草等も生えてきておりますので、今後も継続して要望して

いきたいと考えております。

次に、関川の公園化につきましては、平成１１年度に策定した中心市街地活性化

基本計画に基づき、その事業の一環としてうから館前の関川の河川改修に伴う、親

水公園整備計画がありましたけれども、説明会を開き地元住民の皆さま方の意見聴

取までは行いましたが、その後、事業の流れが御茶屋跡の周辺整備計画にかわり、

構想段階までで実施には至っておりません。また、現時点では八重丸堰から河原田

堰までの河川改修の計画がありますが、ここ５年ほどは事業が動いておらず、うか

ら館より下流の改修が行われない状況の中では、上流の改修ができないものと考え
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ているところであります。

以上お答えしまして、この後の質問につきましては自席、また、担当課長よりお

答えさせていただきます。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） 失礼します。２番杉村議員の１番目の質問、鷹の原城址周辺

の整備についてのお尋ねにお答えします。

鷹の原城址という名前ですけども、発掘調査進展の中でですね、実は、その城の

名前は「南ノ関ノ城」と呼ばれていたほうが古いということが判明し、平成２３年

度に名称変更手続きを行って、以後「南関城」として呼称することになりましたの

で、これ以降、南関城として答弁してまいります。

発掘調査は、先ほど町長述べられたように、平成９年度に開始されたわけですが、

城全体を発掘する作業ではなくて、本丸から三の丸までの要所に絞った調査として

実施されてきました。調査は２３年度をもって終了し、文化庁に対する調査報告を

行って、熊本県教育長の文化を通じて文化庁へ報告書提出を行っています。これが

最終の総合報告書です。かなり分厚いものですけどもね。それを受けて、２３年度

から２５年度にかけて、３回にわたって文化庁の専門官、あるいは調査官ですね、

そして最後の２５年度には主任調査官が視察に見えたわけですが、南関城は肥後藩

熊本城には７つの支城、先ほど端城と町長が言われたのは、「端城」端の城、その

枝城、枝の城、この中でも本丸から三の丸までを持つ最大の端城としての役目をも

っていたことがうかがえる。「一国一城令」特大三代将軍による一国一城令によっ

て、端城跡としての値打ちがある。熊本城と同じ武者返しの石垣の構えなどは、城

つくりの巨匠、加藤一門の築城によるもので、認定に必要な書類が整えば、国指定

史跡にするに余りあるとのレッテルが貼られています。ただし、城全体は、総面積

が９.４ヘクタールを超えています。９町４反。城の裾野までの地積の該当者のい

わゆる国指定史跡同様得る作業には大変な年月と労力が必要でありますが、これま

でに耕作者の洗い出しはほぼできておりますので、今後の同意作業が大変ですが、

数カ年要するかと思われます。

議員お尋ねの今後の推進計画につきましてですけど、文化庁からの国指定史跡を

見込みながら、現在国の指定史跡となっている豊前街道御茶屋跡、そして南関城と

も同じ場所に重なってしまっている西南の戦役、官軍墓地をルートでつなぐ、歴史

探訪コースの歩道整備ですね、遊歩道整備を進めることによって城の原一体の眺望

が、町の新たな観光資源として脚光を浴びるようになるのではないかと考えていま

す。そのためにも、今後南関城にかかわる地権者への合同説明会の実施、あるいは

個別に指定に向けた内諾折衝ですね、付け加えますけれども、三の丸は非常に農地
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が今多いわけですが、農地は農地のまま指定が受けられるということになっており

ます。そういうことを段階的に進めていく必要があります。発掘調査に伴うこれま

での経過とか、経費の詳細は課長から答弁をさせていただきます。

以上お答えして、後の質問は自席にてお答えいたします。

○議長（酒見 喬君） 教育課長。

○教育課長（島﨑 演君） ２番、杉村議員の鷹の原城址の発掘調査にかかわるこれま

で投じた経費の総額についての御質問についてお答えいたします。

平成９年度より発掘調査を開始、平成２３年度まで調査を実施いたしました。そ

の間、２回の報告書を作成し、平成２４年度には総合報告書を作成いたしました。

その後、現在までは除草作業など管理を行っております。平成９年度より平成２６

年度までの１８年間の経費につきましては、発掘調査事業費にかかる費用が主で約

８,２４５万円、次に報告書作成費が１,４５３万円、除草業務委託にかかる費用で

２９４万円、用地購入にかかる費用で１９７万円、進入路整備にかかる費用で９９

万円、そのほか調査用地提供に伴う謝礼などで９８万円ほどとなっております。以

上、経費を合計いたしますと、総額１億２,３８６万円ほどとなっております。な

お、国権補助金が４,１１６万円ほどとなっております。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 今、説明いただきましたけど、まず、鷹の原城址に南関城

ですけど、そちらについてですね、平成９年から２３年まで調査が行われたという

ことで、１億ちょっとの経費を投じて、１８年間で１億４,０００万円ですか、程

度の金額がかかっておりますけど、まだこれからですね、先ほども説明がありまし

たように、町長のほうからも御茶屋跡と一体化してですね、計画がされるかと思い

ますけどですね、ぜひ、御茶屋跡もせっかく伝楽人さんたちが一生懸命されており

ますので、一体となった整備計画として今後進めていってもらいたいと思っており

ます。

この時期としては、いつごろになるかちょっと再度お伺いしたいと思いますけど。

またもう１つ、御茶屋跡の計画としまして、今後どのような、今までされてるので

いいのか、今後どのようにしていってもらいたいのかをちょっと、また、あわせて

お伺いしたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） 先ほどお答えしましたようにですね、今後はまだ同意をすべ

ての方々からもらわなければ、押していいということがもらえない関係でですね、

その前の段階である御茶屋耕作者、あるいは史跡の所有者の合同説明会がいつの段
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階で開けるかというのは、はっきりしてないわけですけど、少なくとももう耕作者

については地籍調査終わっておりますので、ほぼですね、少なくとも説明会等につ

いては次年度までぐらいには考えたいというふうに思います。ただ、その後の御茶

屋跡との関連で、あるいは遊歩道設置を含めての計画とか、それから具体的な観光

資源としての活用までにはまだ数カ年かかるという思いでおります。何年というこ

とはまだわかりません。今のところ決定できない段階です。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 耕作者は何名いらっしゃいますか。

○議長（酒見 喬君） 教育課長。

○教育課長（島﨑 演君） 耕作者、地権者の数でございますが、本丸、二の丸、三の

丸という箇所が分かれておりまして、耕作者、名義人ですかね、とその亡くなられ

ている場合は、相続権者の方含めまして、本丸で３７名ほど、二の丸で６１名ほど、

三の丸で４２名ほどいらっしゃいます。さらに、裾野の関係部分になりますと１７

０名ほどということで、合計いたしますと２６０名ほどという多くの関係地権者、

また、相続権者の方に上るとみられます。指定に向けては、先ほど教育長のほうか

らありましたように、面積が広うございますので、文化庁のほうからの意見も含め

て、まずはその本丸、二の丸を一次指定といいますか、さらにその後に三の丸を含

めてという形で、段階的に指定も文化庁のほうから可能であるということでお聞き

しておりますので、そのように今後は関係者の方に御説明し、同意を得ていく作業

に入っていきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 本丸から二の丸ですか、これで１００名近く、１００名で

すか、約１００名いらっしゃいますけど、この地権者の方は町外、町内、町外の方

もいらっしゃいますか。

○議長（酒見 喬君） 教育課長。

○教育課長（島﨑 演君） はい。もちろん関係者の方には町外の方も含まれておりま

す。詳細なちょっと人数は、ちょっと手持ちでは持ち合わせございませんけども、

調べた中においては、町内、町外含めてのこれは人数でございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） この役場裏のほうに位置としてはなるんですけど、以前、

長谷開発がありましたよね、その方向から見ればちょうど位置的にもすぐ役場の裏

ということで、インターのほうからの今、バイパスもできておりますけど、そちら

のほうからの取り付けとか、なんですかね、ちょうどインターから出てちょっと高
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くなってますよね、こちら南関のほうに、町のほうに来るときにですね、そちらの

ほうからの取り付けだったら一番いいのかなと、今のバイパスからすればもうちょ

っと谷がありますから、ちょっと難しいかなと思うんですけど、そういった計画等

をできればインターのほうからも道をつくってこちらのほうに下りてくる、町中の

ほうに降りてくるそういった計画をしてもらいたいと、私は私なりにちょっと思っ

てるんですけど、今からですね、すぐにやれと言っても次年度からされても、この

計画というのはすぐになかなか進まないのが現状でありまして、できればですね、

前向きとか、検討するとか言わなくてですね、じゃんじゃん進めていってもらって

ですね、できるだけ早い時期にこの観光資源としてのゾーン、先ほど町長が言われ

ましたように、そのゾーンをつくってですね、もっともっと南関町の魅力を発信し

ていってもらいたいと思っております。

また、この整備計画につきましては、いろんな地権者等がいらっしゃいますので、

すぐにはなかなか先ほど説明がありましたように、なかなか進まないかと思います

けど、その辺はですね、できるだけ進めて、早く進めていってもらってできるだけ

ここの整備をしていってもらいたいと思います。

また、１億、この１８年間でこの金額を投じた割には、まだ今ちょっとストップ

している状況でありますので、できるだけスムーズに整備計画を進めていってもら

いたいと思っております。また、御茶屋跡のですね、せっかくお客さんも来てらっ

しゃいますので、どうにかもっと生かせるような官軍墓地等もほとんど皆さん御存

じじゃないかと思うんですよね、そこにあるのがですね、そしてまた、こちらのほ

うから見えにくいところにあるもんですから、そういった官軍墓地、また、南関城、

御茶屋跡、そういった総合的に整備計画を進めていってもらいたいと思います。で

きるだけですね、スムーズに、先ほどから申しますようにスムーズに、前向きじゃ

なく、検討するじゃなく進めていってもらいたいと思います。よろしくお願いしま

す。

続きまして、関川の先ほど申しましたように、なんさまなんですか、泥のあれは

されるんですけど、またすぐもう翌年は草が植わると、なんにもならないと、そし

てまた堆積するとそれの繰り返しでですね、本当根本的にもう少ししてもらわない

と同じ状況が生まれるんですよね、もう皆さん御存じのようにあの南関橋から見て

もらったら本当もう南関のメインと言ってもいいような関川ですけど見苦しいんで

すよね、実際草ぼうぼうで非常に河川のほうもですね、浅くなって、泥が堆積、草

が植えれば泥が自然と堆積しますので、そういった状況が生まれます。非常に危険

な、出初め式のあそこの井出がありますけど、それから下、下の下流部分ですけど、

そちらもすぐ川の横には家が建っております。あそこの畳屋さんですね、あそこの



－ 4 1 －

辺も非常にちょっと高校のほうから合流してる部分とかもありますので、またあそ

こなんですか施設があって建ててありますけど、そちらのほうもですね、低い状況

で非常に心配するところがあるんですよね、あそこはですね。そういった整備とせ

っかく整備するなら公園化みたいなですね、先ほど町長のほうからも言われました

ように、計画は一応、あったんですよね、それが今は、なんですかね、計画はされ

たんですけどそれから実行に移されてないという状況ですので、できるだけですね、

県のほうにも要望、これは県の事業と思うんですよね、河川の整備計画ということ

で県のほうにですね、どうにかもう少し定期的に泥を排除するだけじゃなくて、根

本的に公園化そういったのができないか、町長の意見をちょっとお聞きしたいと思

います。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 公園化ということですけれども、先ほど冒頭のお答えで申し上

げましたとおり、八重丸堰から河原田堰ですね、までの河川改修ができていないと

いうことで、これが非常に大きな問題となっています。やはり河川改修の場合は下

流域からしていくということが条件になりまして、上の方だけの河川改修というの

はできませんので、やはりそこを今建設課長も何回も説明会等を開催してやってる

んですけども、なかなか厳しい状況がございまして、私も課長、あるいは地元県議

あたりも一緒になって県にもそういった要望を強く働きかけていまして、いろんな

方法を使ってできないかということを言っていますけども、ただいまのところこの

河川改修に対する県の予算というのが厳しい、少し減ってきているような状況もご

ざいまして、なかなか一気にはできないんですけれどもやはりそこの根本的な問題

を解決しながらそしてそのあとに上流部の河川改修、そして公園化をどうするかと

いうことになってまいると思いますので、そこ辺をまず１つずつ解決しながらです

ね、将来の上流域の環境をどうするかということは考えていきたいというふうに思

います。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） この八重丸の堰等そういったのを状況としては、今の現状

をちょっと具体的にお聞きしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 関川の河川改修の状況を簡単に説明いたします。

八重丸橋からちょっと上に上がったところに八重丸の堰がございます。その堰か

ら、県道からちょっと下のほうに河原田というのがございます。そこまでの間の事

業を今進めているところなんですけれど、八重丸堰が今首を絞めたような形であり

ますので、これを撤去してそこに何らかのとり水をつくって行うということで県の
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ほうから説明があっておりますけど、堰をつくるにはどうしても費用的なもの、対

象面積と費用的なものから見て、堰の構造物をつくるにはあまりにも金額がかかり

すぎるということで、県の提案といたしましてはボーリング又はポンプによる水揚

げでできないかということで、地元には説明をしております。今のところたびたび

の会議を行いまして、八重丸地区の方々につきましてはやむを得ないかなというと

ころまで回答いただいているんですけど、津留の皆さま方にがまだポンプアップ並

びにボーリング等では対応は難しいということで、そこで今話がストップしている

ような状況でございます。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） この話が、以前ちょっと話は聞いたことあるんですけど、

このままの状況ではもうなかなか先に進まないからですね、もう少し頑張ってもら

って、県のほうもですね、もう少し頑張ってもらってですね、説明会等開いてして

もらうとか、もう少しちょっと県のほうが本気度がちょっと足らないような感じが

するんですよね、もう少し南関町のメインの関川ですので、この辺は幾ら下流のこ

とと言いましても、その堰をどうにか具体的にもう少し先に進めるような方向でい

ってもらわないと、このままでなんですか、全然先にこの話がいつまで経っても進

まない状況と思うんですよね、もう少し県のほうに要望してじゃんじゃんですね、

どうしてもできないなら堰をつくるとか、そういったふうな考えもできるんじゃな

いですか。金が高いからと、県は何をしてるんだと言いたいですよね、いつまでも

進まない、こういった状況でいるなら、ほかの事業にも影響してくる、言うなれば

上流のほうにも影響してくるということになりますので、そうするとまた災害等が

発生した場合どうするのか、そういった状況が生まれてきます。昨日もですね、き

ょうも東北のほうでは災害が発生しております。関川がそんなに、あんなに大きな

川じゃありませんけど、平成２年からこのあと大きな災害は発生しておりません。

水害はですね、平成２年、河川改修等が進められたのが功を奏していると思うんで

すけど、首閉めたようなですね、ちょっと狭くなったような下流が下流で広くなっ

ている、上流は上流で広くなっている。ちょうどその部分だけが整備されてないと

いうことであればですね、もう少し積極的に県のほうともですね、町長が先になっ

てですね、話を進めていかないといけないんじゃないかと、課長ばっかりじゃなく

て、町長いかがですか、よろしくお願いします。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 私もですね、直接県の土木部長あたりともですね、何回もそう

いった話しておりますけれども、やっぱり地元の受け入れの問題そういったものと
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県の事業費の問題、これから将来的な問題ということもありますので、地元も含め

て県とも粘り強く交渉をしていきたいと思います。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 先ほど課長のほうから話がありましたように、ポンプの設

置、ボーリングしてのポンプアップするということで県のほうが進められてるとい

うことで理解していいですか。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） まず最初の案といいますのが、関川の今の堰の部分を撤去

してですね、そこに坂下地区で行ってるんですけど、給水管みたいなのをですね、

川の中に入れてその管から水をポンプアップするという案がまずありました。地形

上ですね、今、八重丸側に井溝が１つございます。上の原のほうに水を送ってると

ころがあるんですけど、どうしても渇水期に堰に水が、堰から水がとれないという

ことで、八重丸地区についてはポンプアップよりもボーリングをしてですね、ボー

リングの水でまかなったほうがいいという、これは地元の方からの提案がございま

した。一応、県につきましては、それでもいいということで、一応、ボーリング案

についてはよろしいんですけど、津留側がですね、津留側につきましてはいったん

八重丸側のほうからといいますか、今の圃場整備を行ってますよね、その部分に水

をいったん入れて、その水を八重丸の堰の下のほうに落としております。それとも

う一つ、墨摺川のほうから河川がきておりますけど、その墨摺川とその関川の残留

といいますか、その分をあわせると十分水があるからということで、でしたらそこ

に小堰を、小っちゃい堰あたりをつくってですね、そこからポンプアップをしたほ

うがいいんじゃないかという、一応、地元の方々の意見もちょっと踏まえたところ

で県と検討した結果、そういうことでできないかということで交渉を行っている状

況でございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） それでは、以前からすれば話は具体的に進んでいってる状

況でよろしいんですか。どの部分で止まっているのか。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 一応ですね、今の案で個別に、当初県のほうと町とあわせ

てですね、２７年度に入りましてたびたび、たびたびと言いましても三遍か四遍ぐ

らいですね、地元を入れて協議を行ったんですけど、どうしても八重丸と津留と同

時に会議をしてしまうとなかなか意見が出にくいということで、それではまず八重

丸、そして津留と別々に分けて説明会をしたらどうかというふうなところで案が出

ましたので、まず八重丸側のほうから説明を行いました。八重丸側については、そ
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れでももうやむを得ないのかなというところで、もう１つ八重丸側としては、八重

丸堰によって堰があることで常時水が満水状態にあるということで、道路横の田の

ほうに水がしみ出してきて、田以外の耕作ができないというふうな意見がございま

して、中には堰を撤去してもらいたいという意見も出てまいりましたので、総意と

してですね、耕作者の一応、関係者が全部で八重丸側は８名いらっしゃるんですけ

ど、うち６名の方々については協議されて、じゃあもうボーリング案ででもしょう

がないという話にはなりました。その話をもって津留のほうに話をいったんですけ

ど、津留としてはどうしても八重丸堰は昔からの区の財産として管理しているから、

やはりこれを撤去されたら困るということと、もう１つは今何も経費的なものがか

かってないのに、それをポンプ案、もしくはボーリング案にしてしまうと電気料が

かかるということで、津留側としては現状でいったほうが一番いいと、堰の改修に

ついては異議はないけど、撤去してしまってのポンプアップ案、ボーリング案では

ちょっと承諾できないというふうな区の意見として申されましたので、今の時点で

は、その時点で止まっております。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 私の質問からちょっと方向がそちらの方向に行ったんです

けど、できるだけですね、その辺も進めていってもらいたいと思います。

また、南関の南関橋もツタがはって非常に見苦しい状況になっております。それ

と定期的に年に何回か、年にはされてないと思いますね、何年かに１回ぐらい重機

で廃土されてるかと思いますけど、毎年草は植わるからですね、その除草をどうに

か県のほうに要望できないか、それどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 放水合戦の場所は昨年度一応掘削を行ったんですけど、こ

のときが数量ですね、３８７立米の土砂を撤去しております。その前に掘削を行っ

たのも７年前になります。ちょうど堰から下ですね、今、議員が申しておられまし

たように、草が生えて、アシや草が生えてですね、体積も多少ひどくなっておりま

すけど、７年前に河川掘削工事を行っておりました。その間に一遍、建設業協会の

ほうのボランティア活動で草切り作業が一遍あっておりますけど、どうしてもその

ときは土砂の撤去まで行っておりませんでしたので、今回は一応、土砂の撤去を行

いますので、ただですね、先ほど町長の答弁にもありましたように、昨年したとこ

ろにもう草が生えている状況ですので、これはお願いなんですけど、今ですね、町

でですね、環境整備補助金制度というのがございます。これにつきましては県のほ

うからですね、県が管理できない草刈り等についてですね、河川等を草刈りを行っ

た場合、大体メータですね、補助にして２４円程度でございますけど、草刈りのそ
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の補助がございますので、できましたら地域の方々の御協力を呼びかけていきたい

というふうには考えております。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 堰から下のほう今、草が生えてるところですね、農業関係

者がなかなかいらっしゃらないからですね、草刈り機等もなかなか持っていらしゃ

らないんじゃないか、それと区が小さいからですね、それだけの広範囲の草刈り等

は難しいと思うんですよ、自分たちの区は農業関係者が多いもんですから草刈り機

等でですね、持ってらっしゃる方がほとんどいらっしゃいますので、川の中に入っ

てでも除草してますけど、また、よその区までいって除草、見苦しいからしようか

なと思うんですけど、よその区まで行ってからなかなかできない状況であります。

どうにか県のほうに重機を使った、使わない年は毎年予算でも組んでもらって、そ

この除草をどうにか一番、南関町に町外者の方が来られてですね、うから館とかに

も来られる、御茶屋跡にも来られると、やっぱり観光で来られるときに一番あそこ

が目立つんですよね、河川がですね、そこが草ぼうぼうであって南関のイメージが

一番崩れるんじゃないかと思っております。県のほうもですね、県のほうはですね、

玉名に行けば繁根木川あそこはよう草刈ってますよね、あれだけしょっちゅう草刈

ってるなら何で関川も刈ってくれないかと思うんですけど、あれは課長は御存じか

と思うんですけど、あれは県の事業として県がされてる事業ですよね、玉名もです

ね、同じく。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 県の河川につきましては、県のほうで行っております。た

だ、箇所数がですね、県内の箇所数で昨年の数量的に行きますと１万１,０００立

米当たりを作業を行っております。それを転々と配分をしてありますので、そのう

ちのうちは３８７立米でございましたので、これから先、土砂掘削等は別にしても

草刈りについてはお願いしますということで要望をしていきたいというふうに考え

ております。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） ぜひですね、あそこの部分だけでも結構です。非常にあそ

この南関橋の上下ぐらいの何メートルかは県のほうに毎年刈ってもらって、外の町

外者の方が、先ほども言いましたように町外者の方が来られてですね、「わあ、南

関町はきれいだ。」と言われるようなですね、河川にしていってもらいたいと思い

ます。また、できれば下流部分の八重丸堰等の問題も解決をされて、できれば南関

橋の上下ですね、橋本製菓の前の橋はなんやったですかね、何橋。
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○建設課長（古澤 平君） 河原田橋。

○２番議員（杉村博明君） 河原田橋ですか、あそこからですね、農協さんの車両セン

ターのあの部分も非常に草で覆われております。また、あそこ前田のほうにも新し

く住宅地ができております。あの辺もあそこの前も本当狭いような状況に見えるん

ですよ、草が生い茂って、竹等も覆いかぶってしているもんですから、これはそこ

だけじゃなくて、南関町の川全体にも関係してるんですけど、一番見えるところで

すので、そこを重点的にですね、ちょっとしていただければもっと南関町がよく見

えるんじゃないかと思っております。

ぜひですね、先の話になるかと思いますけど、ただ、泥を上げるじゃなくて、子

どもたちが川で遊べるようなそういったちょっと公園とかですね、前、計画があり

ましたよね、そういったですね、そういったのをもう少しせっかくそこまで計画さ

れてきたんですから、これを生かして先に進めていってもらいたいと思いますけど、

先にそちらの下流部分が解決しないとできませんけど、そちらのほうが解決したら

そういった考えをもってですね、公園化等は町長はどう思われますか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 町の中心部の河川であって、今、杉村議員が話されましたとお

り非常に景観的にも重要な箇所でもありますので、河川改修がまず第１ですけれど

も、そのあとの河川の公園化ということにつきましては、やはりどうしてもこれは

町単独でできるような事業ではありませんので、国とか県の補助金あたりも含めて、

なかなか厳しい状況かもしれませんが、そういったものがどういったものがあるの

か、ないのか、そこ辺も探しながらですね、将来に向けてそういったものもいただ

きながら検討できればと思っております。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） それでは私のほうから、ちょっとまとめたいと思います。

鷹の原城に関しましては、また、次年度から耕作者のほうにですね、説明会等さ

れて事業も先に進められてですね、整備、目玉となるゾーンをつくっていってです

ね、もっと素晴らしい環境にしてもらってですね、観光面でも生かされるような整

備計画としていってもらいたいと思いますので、ぜひ、地権者の方にも御理解をい

ただきたいと思いますので、担当課としましては大変御苦労かと思いますけど、ぜ

ひですね、真摯に説明されて、事業が先に進みますよう要望したいと思います。

続きまして河川ですけど、関川もですね、非常に毎年草は生えます。非常にこれ

が草の生え方が半端じゃないんですよね、背が高くなってですね、また、ごみ等が

重なって、まただんだんと砂が堆積してということ、これのもう繰り返しなんです

よね、根本的に先ほど申しましたように公園化できるようなですね、整備していた
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だきたいと思いますけど、すぐには難しいと思います。でも毎年草を除草するよう

な要望も県のほうに、何円かですね、メータ何円かで２０円ですかね、もらっても

ですね、なかなかそら自分たちの生活道路とかの除草だったらできるかもしれませ

んけど、どうしても河川となると中に入ってですね、しなくちゃできませんので、

これはやっぱり専門的に県の事業とは思いますけど、町の方から要望してあそこの

南関橋のツタをとってもらうとか、そこの前後ですね、草を刈ってもらうとか毎年

ですね、そういった状況で要望していってもらわないと７年に１回とかといっても

ですね、その７年間、その間は草ぼうぼうなんですよね、冬場は枯れますけど枯れ

てもあれは残っております。根本的に根っこから除かないとまた同じなんですよ、

上土ばっかりとっても根は張ってますから横にですね、それ非常に水害等が発生し

た場合ですね、それも非常に負担になるかと思います。そこら辺を機会があったら

ですね、県のほうにぜひ、こういった質問があったということで、強くですね、要

望していってもらいたいと思います。できればですね、こちらから私が行ってもい

いんですけど、要望してもですね、一緒に同行しても結構です。どういった状況か

を見てもらう、来てですね、実際今が一番生えてますから、そういった状況を今か

ら先枯れてきますので、今の状況を見てもらってですね、県のほうに、どうにかし

ていってもらいたいと思いますので、ぜひ、要望を県のほうにお願いします。強く

ですね、前向きじゃなくて、ぜひやってくれと言ってやってもらいたいと思います。

また、出初め式の井出の堰がありますよね、そういったところも含めて公園化等

ですね、計画していってもらえれば助かるかと思います。

私からは、その要望としてきょうは質問を終わりたいと思いますので、ぜひ、お

願いいたしたいと思います。

これで終わります。

○議長（酒見 喬君） 以上で、２番議員の一般質問は終了しました。

ここで１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後２時０５分

再開 午後２時１４分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。

７番議員の質問を行います。７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） こんにちは。７番議員の鶴地です。

２点質問させていただきます。まず１点目台風１５号の影響ということで、自主

防災組織は機能していたかと、それから先の豪雨の対策とですね、１５号台風通過
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後の対応、この辺がうまくいったかどうか。

それから２番目に学業支援について、まず、南関町奨学金制度の創設、無料学習

塾の設置、学外活動支援と、この点に、３点について質問したいと思います。

まず、台風１５号ですが、かなりの強風が吹き荒れましたが、幸いにも人的被害、

大きな被害はなかったようです。平成１１年の台風１８号以来、１６年ぶりのこと

ですが、いつまた大きな台風が襲来するかしれません。１５号では関東、大原、外

目、肥猪地区が停電し、２５日朝から２６日夜まで、一部地域では３日間電気のな

い生活を強いられました。九州電力には全くつながらず、復旧の見込みも全く不明

といった状況下、情報不足、町からの情報発信不足、対応不足といった相談、苦情

が寄せられたようです。これは平成１１年の台風１８号の時の教訓が生かされてい

ないように思われます。停電地区の住民は水の確保に困られたようで、町の対応に

対し、住民からの苦情も多かったように思いますので、どのような苦情があったの

かをお尋ねします。

そして、今度こそ万事抜かりのないようにするために、どのように考えておられ

るのか尋ねたいと思います。

また、今年は６月の大雨洪水を初めとして、３度だったですかね、大雨に見舞わ

れました。豪雨被害の状況と自主防災組織が１００％達成となっていますが、この

豪雨の時の活動状況はどうだったのか、どのように対応されたのか、調査をされた

のか、また、台風１５号での自主防災組織の活動状況はどうだったのかについて質

問をいたします。

学業支援については、質問の要旨として３点上げております。

南関町奨学金制度の創設。無料学習塾の設置。学外活動支援の３つを掲げており

ますが、根底は子どもの貧困対策にあります。最近貧困の連鎖という言葉を耳にし

ますが、対策として子どもの貧困対策の推進に関する法律が平成２５年６月に成立

公布され、２６年１月に施行されております。子どもの貧困対策に関する大綱では、

すべての子どもたちが夢と希望を持って成長していける社会の実現を目指すとされ

ており、子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、

また、貧困が世代を超えて連鎖することのないよう、必要な環境整備と教育の機会

均等を図る子どもの貧困対策はきわめて重要であるとされています。子どもの貧困

率、ひとり親世帯での貧困率、生活保護世帯の子どもの高等学校進学率といった調

査結果が厚労省、文科省から出されていますが、南関町の実態はどうなのか、改善

に向けた基本的施策として、教育支援、生活支援、保護者への就労支援、経済的支

援、調査研究が掲げられていますが、先ほど挙げました質問の要旨として掲げた３

点は教育支援、経済的支援に当たります。３点の前段として、まずは子どもの貧困
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対策の推進に関する法律に対し、どのように取り組んでいかれるのかお尋ねしたい

と思います。

その後で、南関町奨学金制度の創設については、独自の取り組み。無料学習塾の

設置では、パソコン塾や英会話塾といったものができないか。学外活動支援では、

スポーツ活動費の支援や体験学習、交流事業、海外のホームステイといったものが

考えられますので、この３点についてどのように考えられるのか質問いたします。

以上申し上げまして、以後は、声が続ければ自席から質問させていただきます。

○議長（酒見 喬君） ７番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ７番、鶴地議員の台風１５号の影響についての御質問にお答え

します。

先日の台風１５号では、通過後の停電に当たり、御心配及びお世話をおかけしま

したこと、御協力賜りましたことに感謝の意を表するものであります。さて、鶴地

議員のお尋ねについてでございますが、町は御承知のとおり町内全地区の自主防災

組織は設立できましたが、中にはずいぶん以前の設立で有名無実状態で、形骸化し

てしまった団体もあることから、自主防災組織相互の連携を密にして、自主防災体

制を強化、充実を目的に、今年初めて自主防災連絡協議会を発足させたところであ

ります。ここで主に、自主防災組織相互と行政、その他関係機関との連絡調整や組

織同士の交流、情報の交換などを行うこととしております。また、個々の自主防災

組織の活動については、南関町自主防災組織活動助成交付金要項によりまして、防

災訓練や防災知識の啓発活動をして、地域住民の連帯を高めた組織に対して助成金

を交付しており、ちなみに昨年度は６０団体のうち３５団体が訓練等を実施されて

いるところであります。

さて、先日の台風１５号通過後の停電にかかる対応につきましては、私は上京中

でございましたが、夜中でも早朝でも随時電話等で状況を確認し、必要に応じて指

示を出してその報告を受けておりました。しかし、自主防災組織の三原則と言われ

る自分で自分の家族などを助ける自助、お隣や近所で助け合う共助、そして最後に

行政や消防、自衛隊による公助とあり、行政ができることには限りがございます。

そこで地域の実情を一番御存じである自主防災組織の皆さんに活動班を設置しての

体制づくりをお願いしたところですが、このような非常事態に自主防災組織が機能

していたかについては、すべての組織が機能していたとはなかなか言えない状況で

はないかと思っております。特に停電による給水については、災害等に対する弱者

に対して、活動班の中で給水班又は給食班の班長に活動をお願いしたところであり

ましたが、本人が勤務されていたなどで代表の皆さまからは思うようにはいかなか

ったということもお聞きしております。今後自主防災組織の代表の方にお集まりい
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ただき、改めて活動班体制やそれぞれができる活動について検証していただきたい

と考えておるところであります。

また、このたびの停電対応にあたっては、問題、課題が多数出てまいりましたの

で、危機管理の面において、停電後、日を置かず翌週の３１日に早速臨時の課長会

議を開催いたしました。いろいろな目で見た意見が多く聞かれ、情報の共有の大切

さ、非常時における連絡体制の確保、避難所の設備の拡充及び要支援者に対する対

応などについて、皆で問題意識を共有し、改善への必要を感じたところでございま

す。

また、台風通過後の倒木や竹の始末、また散乱した道路上の片付けにつきまして

も、各区の役員、各自主防災組織や消防団の皆さんの御協力のおかげをもちまして、

復旧がスムーズに進んだことに対しまして、心強くお礼を申し上げるところでござ

います。

詳細につきましては、総務課長のほうからも答弁させていただきます。

次に、学業支援についての御質問にお答えします。

①の南関町奨学金制度の創設についてのお尋ねですが、奨学金制度につきまして

は、国や県、民間団体等でさまざまな形態の貸与や給付制度が設けられています。

議員お尋ねの町独自の奨学金制度の創設につきましては、以前は田中義男育英奨学

金ということで授業料１名対象及び南関町教育奨励金給付制度ということで、授業

料１５名を選考ということで、そういった制度がありまして、高校入学の際に成績

優秀で地元から高校に通う生徒で、経済的に支援が必要な家庭を審査し、返還不要

の給付制度として実施していたわけですけれども、平成２２年度に高校の授業料免

除制度がスタートしたために、現在はこの制度は休止している状況にあります。し

たがって、議員提案の町独自の奨学金制度の創設の実現には、現在、熊本県として

も経済的理由により進学断念せざるを得ない事態を招かぬための施策が講じられて

きていますが、本町としても田中奨学金や制度化されている奨学金制度を視野に入

れながら、改めて検討していく必要があると考えています。

②の無料学習塾の設置についてのお尋ねですが、子どもたちの学力の育成を学習

塾に頼る考えがあるようですが、本来学力をつけるのは、家庭の理解と支援の元で

学校教育が担うべきものであって、学習塾優先の考えは学校の先生方へ信頼を損な

うことにもなりかねないと思っています。しかし、現実的にはかなりの家庭が学習

塾に頼り進路決定をしているのも事実かと思います。議員お尋ねの無料学習塾の設

置を行政が主体となって進めることは、これまで営まれている学習塾への大きな影

響も懸念されるんじゃないかなと思います。経済的に厳しい家庭の子どもが塾に通

えないために、進路に影響するということも考えられはしますが、逆境にあっても
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生き抜く力をつけることも本人の将来に大きな財産になると思います。とは言って

も、教育機会の公平性を考えますと、現在文科省が進めている放課後子ども教室や

教育課が立ち上げた土曜活動への有効な手立て、支援をしていくことで、学習塾に

かわる支援体制が生まれてくるものと考えられますので、子どもにも家庭にもベス

トな支援策となる工夫が必要ではないかと思います。

③の学外活動支援についてのお尋ねですが、将来の南関町を担う子どもたちがふ

るさとを思い、ふるさとに貢献できる人材を育成するために、先に開催いたしまし

た総合教育会議におきまして、教育大綱の１項目に「未来を担う子どもの教育環境

に資本投資を充実する。」を入れております。子どもたちが学校教育以外の場でも、

家庭や地域の教育力によって成長していくことはだれもが願っていることであり、

家庭や地域が教育力を発揮していただくことは、子どもたちの成長発達に欠かせな

いことであります。しかし、今日の社会情勢は、両親共働き家庭の増加と、核家族

化が進み、子どもたちと向き合う時間の減少が進んでおりまして、学校から家庭教

育の支援に手を差し伸べたり、福祉と教育の連携による家庭への子育て支援対策が

必要な現状を多々見受けております。そこで経済的に厳しい家庭の子育て支援につ

きましては、教育課、福祉課、町社会福祉協議会、関係機関の支援を得ながら、子

どもたちが安心して暮らし、学べる支援体制を進めることは重要で、生活実態を見

つめながら必要に応じてケース会議も開いて対策を講じているところであります。

以上お答えしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答えし、詳細に

つきましては、教育長より答弁いたします。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 鶴地議員の豪雨の体制についてということにつきまして御

説明をいたします。

豪雨対策についてでございますが、６月２日に南関町が梅雨入りをいたしまして、

６月１１日早朝５時４８分に今年最初の大雨警報が出ております。そしてそのとき

には、荒尾市、長洲町、和水町、南関町を除く各県内の市町村の多くに土砂災害警

戒情報が発表されました。これは非常に大変なことで、私どもは非常に心配をした

ところでしたけれども、これについては警戒態勢だけですんでいるところです。し

かし、そのときに本町では町道迎町乙丸線で法面の崩壊による町道が不通になった

り、それから相谷でも法面の崩壊で町道の清東寺線が不通、片側不通になっており

ます。建設課の方で建設業協会の維持班等々で復旧の完了をしているところです。

次に、６月３０日から７月１日にかけて雨が降りましたが、早朝２時１４分にま

た大雨警報が出ております。このときは午前３時から４時までが大雨が降りました

けれども、警戒態勢としましては総務課だけの体制で済ませているところです。こ
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のときも本当、県内北部では土砂災害警報情報が発表されましたが、南関町では発

表されておりませんでした。

それから、７月２４日の台風１２号につきましては、この進路が非常に心配され

ましたので、同日２４日の金曜日、午後４時から役場で対策本部の検討会議を行い

ました。このままの進路であれば招集をかけるので、そのつもりでということで各

課長に連絡を申し合わせをしまして、情報を注視しておりましたけれども、２５日

土曜日には招集の必要がない旨判断をしてその連絡をしたところです。ただ、防災

行政無線で注意の喚起として放送をいたしております。

それから８月１２日、これは土曜日でしたから１０時２０分に大雨警報がまた発

令されております。それでこのときは非常に短い警報でして１時５３分には解除さ

れております。また、８月１７日にも大雨警報が発表されましたけど、これも短い

時間で長く、強く降るということはございませんでしたので、役場内で総務課２名

による警戒態勢で済ませております。

ここまでの大雨や台風については、特別に自主防災組織に呼びかけることはして

おりませんでした。今回の８月２４日の台風第１５号における対応ということにつ

きましては、今回、台風が気象台のほうからも非常に進路も、勢力についても非常

に危険であるという情報が寄せられておりましたので、警戒をしていたところです。

午後４時に役場で台風の対策会議を行いまして、町内４カ所の自主避難所の開設を

決定して、そしてそのことをホームページ、愛情ネット、それから防災行政無線の

周知で注意を呼びかけを行っております。それぞれの避難所に待機の職員を配置し、

そして役場の警戒態勢も６人体制でやっております。そのときの被害状況につきま

しては、随時連絡が入っておりました。倒木、それから土砂崩れ、倒木によって電

線に影響を及ぼしているとか、たくさん情報が入っておりますけれども、単発で総

務課のほうに夜中、朝方からずっと続いて連絡が入っている状況でございました。

最近では類を見ない直撃による雨風の影響で、被害の連絡とそれから関川の水位も

上がっておりましたので、消防団の待機といろいろと緊張した状態でございました。

ですが、そのときに雨風はそのときですんだんですが、２１.３％の地域のところ

で停電が発生をいたしまして、翌日夜７時２６分の復旧まで不自由な生活を強いら

れた方がたくさんいらっしゃったということでございます。停電のためにいろいろ

私どももどこで連絡がですね、住民の方々から苦情が寄せられていたのが、まず、

停電はいつまでなのかと、要するに九電の情報が入らないということがまず一番で

ございました。それから、どこが停電しているのかがよくわからない。また、状況

をもっと説明をしてほしい、役場は九電を指導すべきだといろんな御意見をいただ

いて、今、九電は復旧に頑張っているところですので、御辛抱くださいということ
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で流しております。また、広報車を使いましたり、それから防災行政無線の実は室

内の防災行政無線がコンセントを入れた状態ならば聞こえるんですが、本来の目的

であります電池での防災行政無線の活躍ができてない。要するに電気はコンセント

では聞こえるけれども、停電になったときには何も聞こえないというような状況に

なったということで、私どももいつも６月の台風の前には必ず防災行政無線の点検

をお願いしますというふうに広報でお知らせをしていたところですけれども、少し

甘かったなというふうに判断をしたところでした。そのために屋外用に、外向けの

スピーカーで広報し、それから広報車を２台回しまして、給水所の連絡、それから

九州電力のホームページ等でいつごろには復旧する見込みという内容につきまして

もずっと連絡をしていたところでございます。

自主防災組織におきましては、代表者の方が早朝から管内を見回っていただいた

り、地区内の樹木を協力して除去していただいたり、また、水の配給につきまして

は、ペットボトルを用意して対応していただいたりという情報も得ているところで

ございます。まだまだではあるところではありますが、徐々に自主防災組織が機能

しているのかなと、ほんの少し期待を、今後の期待をしたいというふうに考えてい

るところです。

今後に関しましては、いろいろと先ほど町長からありましたように、反省がたく

さんございましたので、そのことを踏まえて進めてまいりたいというふうに思って

いるところですけれども、発電機を所有している自主防災組織が多数ございます。

これは前に要綱を定めまして、自主防災組織の設立要項の中の交付金としまして、

県から５万円、町から５万円を支出しまして、１０万円の補助をいたしました。そ

のときに発電機を購入している自主防災組織がございましたので、そこに今回のよ

うな停電の時は、地区の公民館に備えて、そして給水所にしたり又は高齢者の世帯

に持っていって給水をしてあげたりというようなこともできたのではなかったかな

と、今度このようなことも指導していきたいというふうに考えているところです。

いろいろと反省もございますし、今後の課題というのがしっかり見つかりましたの

で、今後に活かしたいというふうに考えているところです。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） ７番、鶴地議員の２番目の学業支援についてのお尋ねに具体

的にお答えしていきたいと思います。

先ほど町長からもかなり詳しく答弁をいただきましたけど、教育問題については

特に今、つい先だっても全国学力学習状況調査結果がマスコミ報道されましてです

ね、子どもの学力の問題については関心の高いわけですが、その子どもたちの学力

の格差とそれから家庭の経済とが相関関係があるというのは、数年来報道をされて
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いるところであります。もともと、私はいつも言ってますが、子どもはダイヤモン

ドの原石ということでですね、磨けば光るということで、いかなる環境にあっても

子どもの資質能力が開花できれば、どれだけでも伸びる素質はあると思います。県

知事、蒲島県知事自身がですね、逆境克服ということで、現在の地位を築いておら

れることが良き例かと思います。人は隠れた力、見えない学力を学校、家庭、地域、

そして関係機関の努力によって、どれだけ持っているものを引き出すか、エデュケ

イト、教育はエデュケーションといいますが、引き出すことができるかどうかで子

どもの夢の実現に重要な岐路があるかと思います。

お尋ねの奨学金制度の創設ということですけれども、奨学金というのは高校、大

学への進学を保証するための制度ということですが、その前にですね、熊本県には

総合振興計画の中で、教育問題を含めて「夢への架け橋プラン」という総合振興計

画がつくられておりますが、貧困家庭の子女こそ夢の実現がなかなか叶え難いとい

うことで、いろんな支援策も保険のほうも考えておられるわけです。

進学の前の段階の義務制の段階での支援体制について少し述べますけれども、本

町では家庭経済が厳しいことが理由でですね、十分子どもたちの学費等に公平な支

援ができないかという対象として、就学援助費というのを支給してます。これがで

すね、年度初めに毎年家庭に啓発をしまして、広報をしまして厳しい家庭につきま

しては、前年度の生計を元に、ぜひ支給をお願いしたいということでの申し込みを

してもらうわけですけれども、そのまま申し込みあったところには支給するんじゃ

なくて、すべて基準値を設けておりまして、その基準値に達するかどうかを審査を

する制度になっておりますが、年度当初ばかりでなくて途中の申し込みもできるよ

うにしています。９月になりまして、現在、小中学生の７１世帯、１１３名の子ど

もたちが今、就学援助を受けている実態があります。そういった家庭につきまして

は、当然、進路を巡って奨学金というのも必要になっているかと思いますけれども、

県ではまた情報によりますと新たにですね、母子家庭だとか、寡婦家庭の子どもを

支援するというような施策も、今総務課のほうに聞きましたところ通知がきている

ということでもありますが、校長会を通じて、こういった支援制度は常に啓発をし

て、指導もしていっております。国とか県の奨学金制度につきまして、それは成績

と経済の両面なのか、成績は考慮しないで、経済的なところだけでの支援策なのか、

それからあくまで貸与かそれとも給付、貰いきりなのか、そういういろんな違いの

制度があります。こういった情報をしっかりとつかんでもらう意味で、学校にそう

いった奨学金制度の徹底ができるようなですね、指導を学校関係機関から家庭発信

しているところであります。町独自の創設ということですけれども、先ほど町長か

らありましたように、田中奨学金、あるいは南関町育英奨学金給付制度、いわゆる
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田中奨学金１名、一番優秀な子ども１名、次ぐ１５名ということで、かつてされて

いたものを、やっぱりもう一度考えたほうがいいんじゃないかという事例が発生し

た場合にはこの検討をしていく必要があるかなというふうに思うわけです。

２番目の無料学習塾の設置についてですけども、昨年度の子どもたちの通塾調査

を見てみますとですね、小学生から学習塾を利用している子どもが１年から６年ま

でで、習い事は別ですが、６４名いました。町内全体でですね、中学生が７８名と

いうことで、何らかの形で学習塾や家庭教師の世話になっているということです。

さっき町長も言われましたけれども、子どもの学力を伸ばすのは、本来学校教育が

本務です。これを塾によって伸ばさなきゃならないということは、学校の先生たち

は何しよるか。ということになるわけですね、なかなか伸ばないために、親として

は上級学校にぜひ進学させたいという家庭にとっては、もっと延ばしてもらいたい

からということで通塾させるのは余裕のあることかというふうに思います。議員か

ら御指摘がありましたように、経済的な理由、あるいは家庭が送り迎えができない

というような家庭のための無料学習塾、家庭によっちゃ玉名、大牟田あたりにやっ

ておられるとこもあるわけですけども、その機会に恵まれない子どもに無料学習塾

を創設してはという提案と思います。経験からいたしましてはですね、地域本部事

業として文科省がやっております「放課後子ども教室」を低学年のうちに取り組ん

でおります。これも放課後をただ安全に過ごすばかりではなくて、授業中に不十分

だった学習を支援員さん方が放課後の宿題取り組むときに見てやって教えてもらっ

たりというようなことで今、取り組んでますけれども、今年は一小も放課後子ども

教室ができるようになったため、全部の学校が実施をしていますが、今後学校応援

団の協力を得ながらですね、今、立ち上げている土曜活動の中に「土曜寺子屋事

業」として立ち上げてますので、学習面も、また、考慮すれば議員のお考えのよう

な無料学習塾としての機能もやっていけるのではないかというふうに見通せていま

す。今後、検討させていただきます。

それから、３番目ですけれども、土曜活動、現在、３番目の学外支援ですね、学

外支援、これにつきましては、２番目の無料学習塾のお答えとも関係しますけれど

も、家庭に帰宅したあとの時間をどのように子どもたちが使うかということも学力

が身につくか、あるいはただ無駄な時間ゲームをして過ごすかということで、影響、

大きな差が生まれるかと思います。そういう意味で学外の活動ができるような体制、

これがもう学外支援かというふうに思います。そんな中で家庭学習をどこかでさっ

きのように土曜活動などで、寺子屋塾で集めて支援をしたり、スポーツや文化活動

を支援してもらったり、それから地域でですね、まとめて子供会の活動を支援して

もらったりということで、そういうことで貧困な家庭の子どもが孤立しないような
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取り組みということが学外活動に有効なものになっていくんじゃないかというふう

に思うわけです。小さいうちからボランティア活動に参加したり、暇な時間をスポ

ーツ、文化活動に活かすことは非常に子どもの成長を豊かにできますし、そのため

にも家庭では始められない分野を地域の教育力を活用してもらって、活用させても

らって、土曜活動などを活発化していきたいなというふうに思っています。社会教

育と生涯学習の振興を図る教育委員会、公民館活動の役割がそこにあるかと思いま

す。

以上をお答えしまして、また、さらなるお尋ねに対しては、自席にてお答えさせ

ていただきます。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） それではまず最初の自主防災組織の活動状況というか、う

まく機能したかどうかというふうなことと含めて、まず一番最初に停電で一番困る

のは水です。飲料水の確保が最優先ですけども、最近は水洗トイレが普及しており

ます。これ水が使えなくなったら大変なことになりますが、高齢でですね、車の運

転ができない、あるいは体力のない高齢者だけの世帯も多いのでですね、給水車の

手配は考えられたのでしょうか。いかがですか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） まず１番にそれをこちらのほうから給水をすべきだろうと

いうことで考えましたが、消防車のほうでまず依頼をいたしましたところ、給水車

の中の部分がメンテナンスが今うまくいっていないので、特に細菌だとか、そうい

ったものが心配されるので、今回給水車は出せないと、それからもう１つ、うちの

建設課等で持っております給水タンクもございますのでそれもあたってはみました

けども、洗浄が不十分である可能性があるということで、体の、肉体的にちょっと

弱い方々に飲んでいただく分には不安が残るということで、それはあきらめざるを

得なかったということが状態でございます。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 地震だったら突然ですけど、台風は何日か前から、危ない

危ないということで騒がれてました。前回の１８号だった、台風だったですかね、

そのときに４日間停電しております。そのときに皆さん非常に困られてるし懲りて

るはずなんですよね、だからそのときにいろんな記録を残してこうすべきだという

のがあれば、給水車の配付とかですね、そういった対応ができたと思うんですよ。

この辺はやはり前回の台風の経験が活かされてないというふうに思いますので、今

後しっかり注意しとってください。

給水所が設けられたということですが、受給者の人数どれぐらい出されましたか。
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○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 約１００人の方に御利用いただいております。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 給水所を設けたということは、取りに来られたということ

で、高齢者の方にとっては非常に大変です。同じ、私の同じ地区の人ですが、この

人は民生委員ですけども停電がしばらく続いたからその人はすぐにもうホームセン

ターに行って発電機を買って、自分のところはちゃんと、それから隣近所ぐらいは

手を打ったわけですよね、私が友達から発電機を借りて、高齢者の方は大変ですの

で、自分の地区ですね、関東が停電してましたので乗用車に積んで、水道のポンプ

に電源をつないでバケツやら洗面器やらいろんなものにできるだけ水を溜めてくだ

さいということで溜めていただきました。ですから次の対策としてですね、町とし

ても乗用車で積める発電機がちょっと高額ですけれども、１台ぐらいは発電機を準

備して、水を取りに来てくださいじゃなくて、こちらのほうから給水して回るとい

う、給電ですね、電気を給電して回るような措置をとっていただけたらと、また、

絶対必要だと思います。自主防災組織はありますけども、肝心な給食、給水班かな、

その人が仕事に行っていなかったと、そういう状況です。

それから自主防災組織の会長が逆に「どうなってるんだ。」ということで町のほ

うに電話して小言を言ったりとかいろんなことがあっております。やはりそういっ

たのはちょっと対応がですね、まずかったのではないかなというふうに思います。

それから地区の民生委員の方はペットボトルを、いつでも使えるペットボトルで

すよ５０本用意されていました。大事なところで給水タンクが衛生上問題があると

いうことで使えないようでは、いかがなものかなというふうに思います。

それから電話でちょっと知ったんですが、ある地区では高齢者のために炊き出し

をして、食事を配られた地区、地域があるようです。把握されてますか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 私は存じておりません。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） ですから、そういった情報をしっかり得ていただいて、そ

れを次の時に備えてもらうようにしてください。そして説明会を開いて、自主防災

組織に入っている人全部ですね、いろんなことを体験談を交えながら話をして、給

水、食事の配付そういったところの事例を説明してもらえたらいいんじゃないかな

というふうに思います。

それから１５号台風ですけれども、接近から通過の被害状況、停電の状況、九州

電力との交信、住民からの問い合わせ、苦情対応、それから自主防災組織がどうい
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うふうに動いたかですね、関係者との連絡方法の確保等々、一切の状況を今度は一

冊の本にしてほしいと思います。本にしておくと次の台風がきたときにそれを職員

にまた回覧させて、ぜひ読んどけと、こういう備えをしてくださいというふうにで

きますので、これが危機管理だと思うんですね、この辺は今まとめられてますか、

きちっと。なんか先ほどちょっと言いましたけども。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 本部の対応がこれから気象の情報、それから被害の状況、

その他それぞれでまとめはいたしております。今回、広報の１０月号で皆さま方に

被害の爪痕という表現で部分とそれから「備えをこうしましょう。」というような

啓発の部分をつけるということで、掲載をする予定にしております。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 以前、危機管理マニュアルというのを整備されてるかとい

うことで、各課の課長さん方にお尋ねしました。これもまた今度も一緒ですね、危

機管理マニュアル、今度は作ってほしいものがですね、台風準備マニュアル、それ

から復旧対策マニュアル、これはありますか。台風接近の時にはこういうところを

用心しなさい、こういう対応しなさいというのはありますか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 南関町の防災計画の中に台風編というのがございますので、

そこの中に入ってはおります。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 職員みんながチェック項目で入れていけるようにですね、

危機管理マニュアルというやつを別冊できちっと作ってほしいんですよ。例えば給

水所、給水車、発電機、そういった手配はどうしたか。それから自主防災組織に電

話が通じない、「携帯番号知りませんか」と私に電話がかかってくるようじゃ話に

なりません。緊急電話連絡網は整備されましたか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 最近の固定電話しか私どもも把握をしてなかったことに非

常に反省をしております。光電話に皆さん方されておりますので、固定電話に電話

をしてもつながらない状況でございましたので、携帯電話の番号を必ず把握するよ

うにということで、今回自主防災組織の代表の方々の分は、今回急いで皆さん方に

連絡をして、そして自主防災組織でとにかく相互扶助ということでお願いしたいと

いうことで連絡を差し上げましたところ、急いで対応をしていただいて、そして終

わりましたという報告まで来ていただいた区もたくさんございましたので、やはり

連絡が一番だなということを考えておりますが、今の自主防災組織の代表者の方々
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の電話番号は、今回被害に遭われた場所の方はわかります。ただ、今度、今月末に

自主防災組織の皆さん方を集まっていただいて、そしてこの反省を元に協議をした

いと考えておりますので、そのときに必ず電話番号をお聞きするように、それから

昼間の場合、夜間の場合ということで先ほど議員さんの言葉にございましたように、

仕事で出ている方がある場合には、代わりになる主査、副査という形でいつも自宅

そばにいらっしゃる方、そういった方々の役員の名簿体制等についてもお願いをし

ようと思っております。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 準備とですね、それから災害が発生してからの対応ですね、

特に今回は電話が通じん、九電に全くつながらないということでは、やはり地域の

人たちも不安でしょうから、あらかじめ九電のそういう技術担当者の携帯の番号を

やっぱり調べておいて、そしてつながらないときはやはりその九電の技術者に電話

がつながるように、そして見込みが少しでもわかるように、そういった対応をとっ

てほしいと思います。

台風、自主防災組織のことについてはですね、まだまだ名前だけのような感じも

受けられますので、まず、情報、警戒、消火、避難誘導、救護、給食班というのが

ありますけども、やはり完全に周知徹底をしていただいてですね、会長が肝心な救

護、給食班がですね、不在ではお粗末ですので、防災組織を全員を招集してですね、

反省会なり、説明会なりぜひ、開催していただきたいと思います。

それでは次に、学業支援のほうに移りますが、まず、私が一番最初に質問をした

のはですね、根底は子どもの貧困対策の推進に関する法律について、ここからが始

まりです。そして貧困の連鎖を断ち切らなければならない。国を挙げてこれは取り

組むというふうな形でしておりますので、ここの３つの点をああだこうだじゃなく

てですね、この一番元の法律についてどのように取り組んでいかれるつもりかとい

うのを最初に聞いておりますけども、この辺はいかがでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） 当然、児童福祉ということでですね、貧困対策に具体的に取

り組む場合に子どもの健全な成長を願うためには、やっぱり学力のところでは申し

上げましたけれども、すべての分野で保証がされなければ伸びる力も伸びない、あ

るいは育つ力も育たない。そういう意味で支援対策が必要であることは十分分かっ

ております。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） この子どもの貧困対策の推進に関する法律についてという



－ 6 0 －

ことで、この取り組みを独自の構造計画策定を出されてるところがですね、２１都

道府県、しかし、３分の１の７府県は具体的達成目標なしというような状況でござ

います。これは県のほうから、まず国から県、県から町に対していろんな通知がき

ているはずだと思うんですね、そういったところをしっかり検討して、町独自の自

分たちはこうしたいというような方針は常に考えていただきたい、持っていただき

たいというふうに思います。

それで総合的な子どもの貧困対策の推進ということで、スクールソーシャルワー

カーの配置拡充とかですね、地域未来塾による学習支援の充実、先ほどちらっと無

料塾とか申し上げましたけども、私が無料学習塾と言ったのは、学校の先生の邪魔

をするわけにはいきませんので、経済が厳しい家庭はパソコンが置かれてません。

それから英会話というのは学校でやろうとしてもなかなか学校だけでは間に合わな

い。会話を勉強するためにはやはりパソコンと英会話のほうだけはですね、やはり

これは塾なり、なんかそういう教える場所がもう１つあってもいいんじゃないかな

と、特にパソコンあたりはですね、覚えるよりも慣れろという感じですので、その

辺をなんか公民館なりどっか利用して、こういう塾を検討されたらどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） 今、学校に置けるパソコンの台数が１クラス分はきちんと整

備がされておりまして、学校に置けるパソコンを使っての基本的なマニュアル指導

はできる体制があるわけです。しかし、あくまでパソコン室は１学級しか使えない

わけですから、年間で数時間しか使えないということです。今もう小学生でも５割

近い子どもが何らかのパソコンゲームとかを使って、ダウンロード等まではいきま

せんけれど、そういう情報にも出会うことができるようになってます。しかしそれ

も５割は持ってるけどあとの子は持たないと、親の方針で持たせてない家庭ももち

ろんあるわけですね、情報ネットの弊害から、しかしパソコン操作そのものはすべ

ての子どもが使えるようにならなければならないわけです。授業以上のものをする

ための操作をだれでもこういうふうにできる体制づくりをということでの提案と思

います。実は南関町公民館、一昨年の冬場でしたけれども、そういう子どもたちに

ネットへのつなぎ方指導講習を１週間、１週間じゃない、間をとりましたので、１

カ月間ぐらいの間に週に２回ずつぐらいでしたかね、ＮＰＯ法人のほうから県教委

を通じて紹介がありましたので、町の公民館で視聴覚室、それまでなかったネット

ケーブルを引いてですね、そして教室が開催できるようなところまで準備をして提

供しました。いつか答弁したと思いますが、そこに来た子どもが付属玉名中学校に

合格できたのも１つの例でしたけど、そんなにして自分の家庭ではできないけれど

も、そういうシステムを利用したことによって学力がつくとという、立証済みです
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のでですね、しかもそのＮＰＯ法人、実は南関町文化協会に所属していただいて、

そういうことでいつでもこのようなことを立ち上げようとすれば可能であるという

のは見通せます。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） ネットはさておいてですね、例えばエクセルを使うとか、

それからグラフですね、図形をやっていくとか、そういったのはですね、もう小学

生でもグラフはどんどん作るんですよね、だから全くできる子、できない子、これ

にですね、パソコンが苦手な高齢者の方もいますので、寺子屋式でですね、それこ

そ高齢者から子どもまでというパソコン塾をやられてもですね、面白いんじゃない

かなと思います。パソコンというのは非常に便利でですね、いろんな記録ができま

す。日記もそれからすべてですね、それに登録していけばですね、一番便利な機械

だと思いますので、この辺はぜひ、高齢者のためにもそれから子どもの学力向上の

ためにもですね、レンタルの期間が過ぎたらパソコンはあとは中古で安く販売して

くれるんじゃないかと思うんですね、そういったものでもですね、十分使えると思

いますので、是非、これを取り組んでいただきたいなと思います。

次の奨学金制度ですが、日本では返済不要の制度は殆どありません。返済不要が

殆どありませんので、若者の消費不振や晩婚化とも関係しているのではないかとい

うふうに言われております。一定条件を満たせば返済免除といった町独自の制度は

どうですかということです。あるいは条件緩和ですね、無利子にするとか、１０年

だけど２０年にするとかですね、きょうの新聞に鹿児島県だったですかね、一定条

件、自分の町に残れば奨学金の返済を免除すると、私もこれは是非、南関町で取り

組んでほしいなと思うんですよ。今人口が減っている消滅自治体だなんだというよ

うなときにですよ、これから先本当に子育て、育てやすい環境をつくらないとどう

にもなりませんので、こういったものをですね、是非、検討していただきたいんで

すけど、これはどうですか、別に独自につくってですね、そして返済免除とか無利

子にする。１０年のところを２０年の長期返済にするとか、そういったお考えをち

ょっとお尋ねしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 返済免除であるとか、その無利子とかですね、そういったこと

を本来必要であるかと思いますけれども、根本的な考え方として子どもたちが町に

残るか、残らないか、そういったことは私は奨学金の問題だけじゃないと思ってい

ます。やはり町の企業の、残るためのやはり子どもたちのそういった情報の収集、

そういった自分が本来ここでふるさとに残って仕事をしたいという、そういった思
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いを持つためには、小さい頃からの教育が必要であってですね、やっぱりそれで私

はこれは中学生、全校生徒に話した中では、一番中心に話したのは、ふるさとを好

きになってほしいということを言いました。ふるさとを好きになってこそ地元に残

りたいということがありますので、やはりそういった中の教育、そういったものを

積み上げて、ふるさとに残ってほしいということを話をしたとこで、そういったも

のとあわせてですね、１つだけじゃなくてそれに奨学金制度が加わってくればもう

少しまだ大きな強い仕組みになると思いますので、そういったものを含めてできれ

ばと思います。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 私は日ごろからですね、子どもたちが南関町に残すために

は、子どもたちにいい思い出、いい経験を与えることが一番だと、南関町が好きに

ならなければ、いろんな思い出ですね、腹一杯、特に自然に遊んで、そういう思い

出をつくらなければさっさと南関から出て行ってしまう。それをするためには環境

はやっぱりつくってやらないかん。特に遊びの環境、上から下までの世代を超えた

ふれ合い、それから自然環境では以前にも質問しましたが、例えば、巨大なＵ字溝

があるような今の川ではだめだと、親水公園をつくるとか、公園を整備するとか、

いろんな環境問題を訴えてきました。そういったことをやらないと子どもはさっさ

と出て行ってしまう。その１つの方法として以前質問をしましたが、新幹線の通勤、

通学補助、これをやれば少しでも外に出て行かないきっかけになるんじゃないかな

と思います。例えばですね、東京圏には今大学生が４割集中しています。大学生の

４割が東京圏に、そういう人たちは帰ってこれないです。ふるさとが好きだとか、

将来帰りたいとか思ってもですね、向こうで就職します。なかなか帰ってこれない。

まず最初から出て行かないような工面、これには新幹線の通学補助ですね、通勤補

助、そういったものをやればと思うんですけど、月々５,０００円ではちょっと少

ないです。今、何人ぐらいですか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（大木義隆君） 今手元に資料を持っておりませんけども、確か３名

か、４名だったと思います。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） １０名ぐらいは増やしてほしいですね、金額も。税金が入

ってくる、消費税も落ちるじゃないですか、ぜひ、これは増やしてほしいと思いま

す。

それから、就学援助の話が出ましたね、この就学援助の件についてちょっと質問

したいと思いますが、これは昭和２２年に施行されてます。学校教育法１９条から
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始まってのことですけれども、これの変遷をちょっとお尋ねしたいと思います。今

現在が１１３人ですかね、これ１０年前、２０年前、３０年前、どういうふうな傾

向なのか、これはどんどん就学援助が増えてるんじゃないかなと思うんですよね、

単に人数が増えたんじゃなくて、生徒数の割合で見ていけば危険な状態というのが

わかると思うんですけども、その辺の変遷はどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 質問の途中ですが、ここで１０分間休憩いたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後３時１５分

再開 午後３時２５分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問の途中でしたので、これを再開します。

答弁の番でしたので、これを続行してください。教育長。

○教育長（大里耕守君） 就学援助の制度の受給者の変容ということでお尋ねでしたけ

ども、今ですね、ちょっと古い資料を調べておりましたところ、平成６年のがあり

ましたので、今から２１年前ですよね、小学校、中学校あわせて当時３９名、今年

１１３名ですから３倍増ですよね、ということですが、実は生徒・児童数はぐんと

減っておりますので、それだけかなりの経済的に厳しい状況が以前よりも増してい

る結果であるというふうにとらえます。南関町はちょっと甘すぎはせんかと、ひょ

っとすると思われると思いますので、郡内のですね、４町の中では基準値は最も厳

しいです南関町は。普通、所得、需要額、収入分の、需要額分の収入ということで

すけど、よその町は１.０ですが、南関町０.９より下回る家庭についてということ

で基準値を設けてますので、厳しいわけですよね、でも１１３人の７１世帯に今、

支給が行なわれている現状があります。ということは、やっぱり核家族化、あるい

は母子家庭の増加、そういったものが増え、以前よりはかなり進んでいる結果な証

拠だと思われます。

ついでに申し訳ありませんが、先ほど議員のほうからほとんど奨学金制度という

のは貸与、貸し付けということでありましたけども、熊本県でですね、奨学のため

の給付金制度が、これは給付ですね、ということでありますので紹介しておきます。

県教委では、進学の意志のある生徒が安心して教育を受けられるよう、高等学校等

における授業料以外の教育費の負担を軽減するため、教科書類や教材費等に相当す

る経費について、いわゆる入学金、入学するときにあまりにもお金がいるから、も

う高校には行けんと、入り口であきらめないそういう制度です。そのために給付金

ということで決められています。全日制、定時制、一人目の高校生は生活保護のほ



－ 6 4 －

うが３万２,３００円、それでないところ３万７,４００円、それから二人目の子の

高校生１２万９,７００円という額が決められておりますし、こういったものも中

学校からは家庭にですね、啓発をしています。通信制で３万６,５００円と言うこ

とですから、働ける青年でもそういった制度を、給付を受けられるということはや

っぱり知って、途中で中退したけれども行かれんじゃなくて、再起して修学をする

ときにこういう制度があるということをですね、啓発したいと思ってます。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 今、いいのを教えていただきました。ぜひ、これをほかの

支出を削ってでも南関町にこれは取り入れてほしいんですよね、どうですか町長。

○町長（佐藤安彦君） これは県の。

○７番議員（鶴地 仁君） 県。だから町長。町で、この制度を、思い切って。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 現在県にある制度を町にということかと思いますけど、確かに

どこで子どもたちを支援するかということは大事なことだと思います。ということ

で、私たちの町の子育て支援というのはおそらく日本一じゃないかというぐらい支

援をしております。これはすべての子どもたちが対象者になりますけれども、ただ

今回の貧困世帯ということ、それを対象者にするということはですね、非常にそれ

は大事なことかもしれませんけれども、それを県がやっている、それにあわせて町

がということでですね、どこの部分まで本当に町がやるべきかということはですね、

今やっている支援、補助金あたり等含めてですね、全体的なことを考えながらです

ね、町の予算の中でも考えていかなければと思っております。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） 人口ビジョンもあることですから、しっかり検討していた

だいてですね、前向きな方針というか、そういったところで日ごろからその辺はち

ょっと検討していただきたいというふうに思います。

それから今ちょっと人口ビジョンということでいいましたので、もう１つ、私は

２４年生まれですけども、このベビーブームですね、２２、２３、２３、２４年生

まれの出生数と、今現在の南関町に住んでいる人口数ですね、これを１０年スパン

ぐらいで調べられたら大体、南関町にどういうふうな残り方をしているのかという、

なんかこう見当もつくんじゃないかなと思いますけど、これ住民課のほうでちょっ

と聞いたんですが、一覧表としてはちょっと取れない、時間がかかるということだ

ったから、もう省きましたけども、いずれこういったデータもですね、ぜひ、作っ

て欲しいなと思います。そういうことで人間の流れがわかるし、それがまた教育に
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もつなげていけるんじゃないかなと、子どもをとにかく子育てしやすい環境だから、

二人目、三人目をつくりたいというふうに親が思うように、そしていろんな支援を

やっていけば、子どももですね、それにつれて努力し勉強していくんじゃないかな

というふうに思います。

それでありとあらゆる対策を講じなければ、人口減少は本当に続くと思います。

３、４年前に推計が出ましたけども、あと２０年ばっかりで南関町の人口は６５％

まで落ちるというような予想も出ておりましたので、どうでしょうか、補助金、交

付金あたりをですね、根本から見直していったんゼロにしてしもうて、改めてつく

り直すというぐらいのつもりでですね、子育て、教育にそそいでもらいたいと思う

んですが、この辺の町長どうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 現在の補助金をゼロベース、ゼロからスターということはなか

なか困難かもしれませんけれども、確かに、今、住んでよかったプロジェクト推進

事業については、今回見直しの時期を迎えておりますので、私は大胆な見直しをし

ていいと思います。全体的な金額を同じに合わせるんじゃなくて、本当に必要なら

ばその部分は増やしてやる。そしてあんまり効果が出ないと思われるものはやっぱ

り削る必要もあると思いますので、そういったことで今回は地方創生の中でもそう

いったことを含めて検討する必要がありますので、大胆なそういった補助金の濃い

生徒かそういったものには考えていっていいと思います。

○議長（酒見 喬君） ７番議員。

○７番議員（鶴地 仁君） まだあと１ページ分くらい予定があるんですけど、もう声

がちょっと続きませんので、最後にします。

まとめということで聞いていただければと思いますが、とにかく何をやるにも経

費が必要です。そして地方自治体は補助金で縛られております。ならば補助対象に

しっかり目を光らせてですね、自分の町に必要な補助事業については、積極的に申

請、活用してもらいたいと思うんです。特に、教育関係。

一般質問で以前取り上げましたＩＣＴの活用とかですね、それからこの前ありま

したスーパー食育スクール事業、こういった事業を日ごろから考えておればですね、

これは文科省に対する申請時期もあるでしょうから、大体２月末から３月初めぐら

いですかね、提出期限がありますけども、日ごろから構想を練っておればですね、

すぐに対応できると思いますので、常に補助事業に目を光らせてですね、準備をす

べきだというふうに思います。

以上申し上げて、もう声が出ませんので、これくらいにしておきます。ありがと

うございました。



－ 6 6 －

○議長（酒見 喬君） 以上で、７番議員の一般質問は終了しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

来週の１４日は、午前１０時に本会議場に御参集ください。

本日はこれにて散会します。起立、礼、お疲れさまでした。

－－－－－－－○－－－－－－－

散会 午後３時３６分


